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「ＢＥ Ａ ＨＥＲＯ」プロジェクト
岩隈久志選手を招いた
東大和市出身のプロ野球選手

　いじめ予防及び東京２０２０オリンピック・パラ

リンピック競技大会の開催気運醸成のため、東大和

市出身のプロ野球選手である岩隈久志選手を招いた

「BE A HERO」プロジェクトを開催します。プ

ロジェクト講師陣によるいじめに関する講義や、岩

隈選手による子どもたちとの意見交換を行います。

第１部
いじめ予防に関する講義
「HEROになろう」

〇「科学的根拠」を用いた、いじめ予防に関する講義
〇いじめ予防に向けた良い行動を増やすための「行動宣言」
〇写真撮影　等

第２部
岩隈久志選手

トークショー

〇プロ野球選手としての話、オリンピックに出場したときの話
〇子どもたちからの質問コーナー
〇子どもたちへのメッセージ　等

　岩隈久志選手が発起人となり、公益社団法人子
どもの発達科学研究所、一般社団法人IWA JAPAN 、
株式会社B-creative agencyがチームを結成。全国
各地を訪問し、
「科学」を取り
入れたいじめの
ない社会をつく
る活動を行って
います。

1981年 東大和市に生まれる
1988年 市立第十小学校入学。野球を始める
1994年 市立第四中学校入学
2000年 大阪近鉄バファローズに入団
2004年 アテネオリンピック日本代表に選出
2005年 東北楽天ゴールデンイーグルスに入団
2009年 ＷＢＣ日本代表に選出
2012年 シアトル・マリナーズに入団
2019年 読売ジャイアンツに入団

主な内容

岩隈久志選手略歴

「BE A HERO」プロジェクトとは

岩隈久志選手略歴

プロジェクト

を招いた

プロジェクト

を招いた

▷対象　市内在住・在勤・在学の方
▷日時 12月8日㈰午後1時30分～３時45分 （午後１時開場）
▷場所　 市立第一中学校体育館（市立第一小学校に
　　　　駐車が可能ですが、台数に限りがあります
　　　　ので、公共交通機関でお越しください）
▷持ち物　①室内履き　②外履きを入れる袋
▷定員 850人（当日先着順）
▷問合せ 企画課・内線１４２３まで。

　市では、防災行政無線のデジタル化に伴い、市内52か所

の防災行政無線の更新工事を順次行います。工事期間中は、周辺地域

の皆さんにご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

　また、工事中は周辺地域で放送を聞くことができなくなるため、次

の方法で情報を伝達します。

●安全安心情報送信サービス

●防災行政無線自動音声応答サービス（☎042－563－2411）

●車両巡回による広報（災害時に関する緊急的な情報があった場合）

▷工事期間　１２月～令和３年３月頃（市内52か所を順次行います）

▷問合せ　防災安全課・内線１３５２まで。

防災行政無線の更新工事

食料を備蓄しましょう
　災害はいつ起こるかわかりません。いざという時に備え、
各家庭３日分以上の食料を備蓄しましょう。

防災行政無線を電話で確認できます
　防災行政無線で放送した最新の内容を最大３時間後まで電話で確認でき
ます（ミュージックチャイム・サイレン・下校時の見守り放送は除く）。
▷防災行政無線自動音声応答サービス　☎042－563－2411

安全安心情報送信サービスをご利用ください
　災害情報や安全に関する情報を、電子メールで受け取れます。
サービスの利用には事前登録が必要です。登録方法は市のホーム
ページ（右の二次元コードよりアクセス可）をご覧ください。

災害に備えましょう
▷問合せ　防災安全課・内線１３５２まで。

12月は「オール東京
滞納ＳＴＯＰ強化月間」

－詳しくは３面へ－
　都と区市町村では、
12月を【オール東京滞
納ＳＴＯＰ強化月間】と
位置付け、多様な徴収対
策に取り組みます。今号
では、当市の徴収対策の
一部を紹介します。

2面：人権週間　　  ３面：オール東京滞納ＳＴＯＰ強化月間　　  ４面：プラネタリウム冬の番組　　    ５面：実施計画を策定
６·７面：市職員の給与·勤務条件等を公表  　９面：障害者週間   　 10·11面：情報マップ   　 12面：あなたのまちから
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方

▽
回
答
方
法　

郵
送
さ
れ
た
調

査
票
に
ご
回
答
い
た
だ
き
、
同

封
の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）

に
入
れ
、
12
月
16
日
㈪
ま
で
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

【
あ
つ
ま
れ
日
本
語
ひ
ろ
ば
】

・
活
動
日
時　

毎
週
火
曜
日
午

後
２
時
～
３
時
30
分
、
毎
週
金

曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
活
動
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桜
が
丘
市
民
セ

ン
タ
ー

・
連
絡
先　

西
山
☎
090
─
６
７

０
７
─
５
９
９
７

※
詳
し
く
は
地
域
振
興
課
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

な
り
、
接
触
事
故
等
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
土
地
を
管
理
し
て

い
る
方
は
、
枝
葉
の
せ
ん
定
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
、
街
路
灯
の
下
の
黄
色
の

シ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
管
理
番

号
（
Ａ
・
○
○
○
○
等
）
ま
た

は
街
路
灯
の
所
在
地
を
、
土
木

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

令
和
2
年
度
に
終
了
と
な
る
現

計
画
を
見
直
し
、
新
た
な
計
画

の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
考
え
方
や
ご
意
見

等
を
お
伺
い
す
る
「
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
の
回
答
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
対
象
者　

令
和
元
年

教
室
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
本
語
の
会
】

・
活
動
日
時　

毎
週
木
曜
日
午

前
10
時
～
正
午　

・
活
動
場
所　

南
街
公
民
館

・
連
絡
先　

荒
畑
☎
080
─
１
３

２
３
─
９
５
４
７

【
に
ほ
ん
ご
友
の
会
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・
活
動
日
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毎
週
土
曜
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後
１
時
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分
～
３
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・
活
動
場
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中
央
図
書
館

・
連
絡
先　

高
橋
☎
090
─
４
５

９
８
─
１
３
８
２

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
集
水
ま
す

が
ご
み
等
で
目
詰
ま
り
し
て
い

る
時
は
、
清
掃
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
な
お
、
危
険
で
す
の
で

ふ
た
は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
集
水
ま
す
に
汚
濁
水
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

雨
水
集
水
ま
す
に
油
類
、
ペ

ン
キ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
流

す
と
道
路
排
水
管
を
通
し
て
河

川
に
流
れ
込
み
ま
す
。
川
が
汚

れ
、
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
生
き

物
が
死
ん
で
し
ま
う
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
汚
濁
水
は
決
し

て
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
宅
地
内
か
ら
道
路
上
に
枝
葉

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

　

道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
の
枝
葉
は
、
通
行
の
妨
げ
と

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、「
東
大
和

市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」

を
策
定
し
総
合
的
な
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。
社
会
情
勢
の
変

化
や
今
日
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

　

市
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
学
習
教
室
が
３
つ

あ
り
、
日
本
語
を
学
び
た
い
方

及
び
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

随
時
見
学
が
で
き
ま
す
。
関

心
の
あ
る
方
は
各
日
本
語
学
習

◎
段
差
解
消
板
等
を
設
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い

　

道
路
上
へ
の
段
差
解
消
板
や

植
木
鉢
等
の
設
置
は
法
令
違
反

で
す
。
自
転
車
等
の
転
倒
事
故

が
発
生
す
る
危
険
や
雨
水
の
流

れ
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
段
差
解
消
板
は
使

用
時
に
の
み
置
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
や
集
水
ま
す
上
の
清
掃

に
ご
協
力
を

　

道
路
の
雨
水
集
水
ま
す
の
上

に
ご
み
等
が
た
ま
る
と
、
雨
水

が
流
れ
ず
、
道
路
冠
水
す
る
お

ご
協
力
く
だ
さ
い

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査

外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
学
習
教
室

道
路
環
境
の
維
持
に

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を

令和元年第4回市議会定例会を12月3日㈫から18日㈬まで開会します 詳細な日程については、議会事務局までお問い合わせください
／問合せ　議会事務局・内線２００２まで
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◎高齢者に対する差別・虐待
　豊かな経験や知識がありながらも、年齢を理由に社会参加の機会を奪われたり、
住宅の賃借を拒否されるなどの問題が起きています。また、介護者による身体的・
心理的虐待や介護放棄などの「高齢者虐待」の増加も大きな社会問題となっています。
　高齢者の尊厳・権利が尊重され、差別のない社会を目指し、私たち一人ひとりが
高齢者に対する理解を深め、共に助け合いながら、行動していくことが大切です。

◎同和問題
　封建時代の身分制度や歴史的、社会的に形成された人々の意識に起因する差別が、
様々な形で現れているわが国固有の重大な人権問題です。
　現在もなお、被差別部落の出身という理由で様々な差別を受け、基本的人権を侵
害されている人々がいます。このような差別行為は、許されるものではありません。

◎障害者に対する差別・虐待
　障害のある人に対する理解や配慮は、未だ十分でなく、その結果、障害のある人
の自立と社会参加が阻まれています。障害のある人もない人も互いに尊重し、地域
で共に暮らせる社会の一日も早い到来が待たれます。

◎女性に対する差別
　男女の役割を固定的にとらえる意識や風習は、未だ根強く残っており、家庭や職
場等において様々な男女差別を生む原因となっています。
　また、夫や恋人等からの暴力やデートＤＶ、ストーカー行為、職場等におけるセ
クシュアル・ハラスメント、性犯罪など「女性に対する暴力」も、重大な人権問題
であり、決して許されるものではありません。

◎人権身の上悩みごと相談（事前予約制）
　人権擁護委員が人権に関する相談に応じます。
▷日時　毎月第３木曜日午前９時30分～正午
▷申込み・問合せ　秘書広報課・内線１４１３まで。

◎男女共同参画相談（事前予約制）
　男女で仕事の内容に違いがある、昇進・昇格に男女差別がある、職
場でパワー・ハラスメントやセクシュアル・ハラスメントを受けている
等で困っていませんか。女性相談員が相談に応じ、解決方法を探します。
▷日時 月～金曜日午前９時～午後５時（祝日・年末年始は除く）
▷申込み・問合せ　地域振興課・内線１７１５まで。

◎夜間人権ホットライン
　人権に関する法律相談を弁護士が夜間に電話で応じます。
▷日時　12月５日㈭午後５時～８時（相談時間は10分程度）
▷相談窓口　夜間人権ホットライン☎03－6722－0127
▷問合せ　（公財）東京都人権啓発センター

☎03－6722－0124または☎03-6722-0125へ。

◎インターネットにおける人権侵害に関する法律相談（事前予約制）
▷日時 毎週木曜日(祝日・年末年始は除く)午後１時～４時（相談時間は40分）
▷相談場所 東京都人権プラザ（東京都港区芝2－5－6 芝256スクエアビル1・2階）
▷申込み・問合せ　(公財)東京都人権啓発センター☎03-6722-0124へ。

人権問題の具体例 人権問題に関する相談窓口

● 女性の人権を守ろう　● 子どもの人権を守ろう　● 高齢者の人権を守ろう
● 障害を理由とする偏見や差別をなくそう ● 同和問題(部落差別)を解消しよう
● アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう ● 外国人の人権を尊重しよう
● ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう
● 刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
● 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
● インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
● 北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
● ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
● 性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
● 性自認を理由とする偏見や差別をなくそう　● 人身取引をなくそう
● 東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

人権週間強調事項

◎人権パネル展・男女共同参画に関するパネル展
▷期間　12月４日㈬～10日㈫
▷場所　市役所１階入口ホール
▷内容　 パネル展示、人権啓発冊子・啓発物品の配布

人権週間のイベント

　私たちは皆、自分の存在と尊厳が守られ、自由に幸せを追い求めることのできる
権利「人権」を持っています。
　世界人権宣言では、「すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、尊
厳と権利とについて平等である」とうたっていますが、
現在でも、様々な理由で人権侵害が存在しています。
　一人ひとりが自分らしく生き、他の人たちとともに皆
が幸せに生きていくためには、お互いの個性を尊重し、
認め合うことが必要です。人権週間を機に、あらためて
人権について考えてみましょう。
▷問合せ　総務管財課・内線１３１１まで。

12月4日㈬～10日㈫は

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～

人権週間
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願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
７
ま
で
。

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
・
印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧

氏
（
旧
姓
）
が
併
記
で
き
ま
す

　

11
月
５
日
か
ら
住
民
票
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
印
鑑
登

録
証
明
書
に
旧
氏
を
併
記
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
併
記
に
は
、
事
前
に

市
民
課（
市
役
所
１
階
）で
旧
氏

使
用
の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、市
民
課
・

内
線
１
０
８
４
ま
で
。

市
計
画
税
の
税
額
算
出
の
た
め
、

地
方
税
法
に
基
づ
き
、
土
地
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
毎
年
現
況

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
身
分
証
明
書
を
携

行
し
た
市
職
員
が
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
予
定
の
方
で
、

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

　

20
歳
未
満
で
取
得
し
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
電
子
証
明

書
の
有
効
期
限
は
発
行
日
か
ら

最
長
で
５
回
目
の
誕
生
日
で
す
。

　

更
新
手
続
き
は
有
効
期
限
の

３
か
月
前
か
ら
行
え
ま
す
。

　

該
当
者
に
は
、
通
知
が
届
き

◎
土
地
の
現
況
調
査

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
・
都

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
は
お
早
め
に　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

交
付
申
請
か
ら
受
取
り
ま
で
１

か
月
の
期
間
を
要
し
ま
す
。

　

２
～
３
月
の
確
定
申
告
に
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
電
子

証
明
書
搭
載
）を
利
用
し
た
ｅ-

固
定
資
産
に
関
す
る

お
知
ら
せ

市
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

忘れていませんか？市税等の納付 国民健康保険税（第５期）は、12月２日㈪が納期限です。納付がお済みでない場合は、至急納付をお願いしま
す／問合せ　納税課・内線１０９１まで
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　市税を未納のまま放置すると延滞金が発生するとともに、滞納処分
の対象になります。市税を納期限内に納付できないなどお困りの場合
は、早めに納税課にご相談ください。

市税の納付にお困りの場合は、納税課に相談を

差押えした動産はインターネット公売を実施します
　インターネット公売に関する情報は、市報・市のホームページ及びＹＡＨＯ
Ｏ！ＪＡＰＡＮ（官公庁オークション）で、随時お知らせします。　気付いたら納期限が過ぎていた等の未納を防ぐため、口座振替をお

すすめします。申込用紙は納税課（市役所１階）や市内の金融機関に
あるほか、納税課窓口にてキャッシュカードを利用し、口座振替の申
込みができるペイジー口座振替サービスも行っています。
　また、クレジットカードで市税等が納付できます。パソコンや携帯
電話から「ＹＡＨＯＯ！公金支払い」にアクセスし、24時間いつでも
簡単に納付することができます（金額に応じて手数料が必要です）。

口座振替をおすすめします

預貯金・生命保険の差押え
　銀行預金や
生命保険の解
約返戻金等を
滞納税額に充
当します。

給与の差押え
　勤務先に照会
文書を送付後、
毎月給与の一部
を滞納税額に充
当します。

捜索
　職員が滞納者
宅へ行き、動産・
有価証券等の財
産調査及び差押
えを行います。

タイヤロック
　所有する自
動車等に金属
器具を取り付
け、運行を禁
じます。

滞納処分

　電話·自動音声·ショートメッセージサービスで納
税案内を行っています。着信やメッセージがあっ
た場合、折り返しお電話いただくようお願いします。
▷発信番号　
　●自動音声案内：042-516-8144
　●納税案内：042-566-8551・042-563-9886
　●ショートメッセージサービス：070-1747-5074

電話等
による
納税案内

　納期限内に納付
が確認できなかっ
た方に対しては督
促状が発送され、
さらに警告書・差押予告書を、色付の
封筒で送付し、納付を促しています。

催告文書
の発送

　市の行政サービスは、皆さんに納めていただいている税金を主な財源としており、納税
者の多くの皆さんには、市税を納期限内に納付していただいています。一方、納期限を過
ぎても納付が確認できなかった方に対しては、督促状等の文書の送付、電話による催告を
行い、早急な納付をお願いしています。
　それでも納付や納税相談がない方には、納期限内に納付された方との公平性を確保する
ため、法律に基づき、差押え等の滞納処分を行う場合があります。

東大和市が差押えにより滞納税額に充当した額(平成30年度)
区 分 税 額 件 数
債権(預金等) 107,392,728円 1,033件

不 動 産 16,148,523円 48件

動 産 1,672,044円 4件

合 計 125,213,295円 1,085件

12月はオール東京
滞納ＳＴＯＰ強化月間

～市税の納期限内納付をお願いします～

　都と区市町村では、安定した税収と納

税義務の公平性確保を目指し、12月を【オ

ール東京滞納ＳＴＯＰ強化月間】と位置付

け、多様な徴収対策に取り組んでいます。

▷問合せ　納税課・内線１０９１まで。

東大和市が行っている主な徴収対策

令和2年度
　　市民税・都民税の申告
令和2年度の税法改正～住宅ローン控除の拡充～

市民税・都民税申告書提出のお願い
  ～合計所得金額が1,000万円を超える方の配偶者の方へ～

　消費税率の引上げに際し、所得税において消費税率10％が適用される住宅取得
等に係る、住宅ローン控除の控除期間が３年延長（改正前：10年間→改正後：13
年間）されます（この支援策は、令和元年10月から令和２年12月31日までの間
に居住している場合に適用されます）。
　11年目以降の３年間については、消費税率２％引上げ分の負担に着目し、各年
に以下のいずれか少ない金額が税額控除されます。
　・建物購入価格の２％÷３
　・住宅ローン年末残高の１％
　なお、入居11～13年目についても、所得税額から控除しきれない額は、改正前
の制度と同じ控除限度額〔所得税の課税総所得金額等の７％（最高136,500円）〕
の範囲で市民税・都民税額から控除されます。

　配偶者控除の改正により、本人の合計所得金額が1,000万円を超える場合、配
偶者控除の適用を受けることができなくなりました。
　それに伴い、これまでは申告が不要であった配偶者であっても、控除の適用対象
から外れることで申告が必要となる場合があります。該当の方には、市民税・都民
税申告書をお送りしていますので、必要事項をご記入のうえ、ご提出ください。
▪以上の問合せは、課税課・内線１０５３まで。
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▽
日
時　

12
月
14
日
㈯
午
前
９

時
30
分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

▽
集
合
場
所　

郷
土
博
物
館

（
午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始
）

▽
場
所　

市
立
狭
山
緑
地

▽
募
集
人
数　

10
人（
申
込
順
）

▽
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

あ
る
い
は
帽
子
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
た
め
）、
軍
手
（
滑
り

止
め
）、
筆
記
用
具

※
汚
れ
て
も
よ
い
、
動
き
や
す

い
服
装

▽
申
込
期
間　

12
月
２
日
㈪
～

９
日
㈪

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

環
境

課
・
内
線
１
２
７
３
ま
で
。

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
月
へ
の

想
い
を
め
ぐ
ら
せ
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

平
日
、土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
午
後
３
時

■
季
節
の
投
影
「
ク
リ
ス
マ
ス

投
影
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
聴
き

な
が
ら
、
星
空
を
楽
し
み
ま
す
。

職
員
が
直
接
、
お
話
を
す
る
投

影
で
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

空
に
登
場
し
た
り
と
、
い
つ
も

と
違
う
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
日
時　

12
月
21
日
㈯
・

22
日
㈰
午
前
11
時
、
午
後
１
時
、

３
時
（
各
回
50
分
程
度
）

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

各
回
100
人
（
当
日
先

着
順
）

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
中

学
生
100
円
、
幼
児
は
無
料

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
日
の
通
常
の

番
組
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
郷
土
博
物

館
☎
042
─
567
─
４
８
０
０
ま
で
。

▽
講
師　

中
網
栄
美
子
氏
（
全

国
通
訳
案
内
士
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

蔵
敷
公

民
館
☎
042
─
566
─
０
５
５
１

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
込
可
）
ま
で
。

　

狭
山
緑
地
は
、
公
園
と
違
い

人
の
「
手
入
れ
」
が
必
要
な
里

山
で
す
。
今
回
、
里
山
の
「
手

入
れ
」
の
ひ
と
つ
の
「
竹
林
の

間
伐
・
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」
の

体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。
講
座

は
、
狭
山
緑
地
で
活
動
を
行
っ

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
雑
木
林
の
会
」
の
協
力
で
開

催
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方

◎
午
前
11
時
の
番
組
「
か
い
け

つ
ゾ
ロ
リ
～
宇
宙
た
ん
け
ん
大

さ
く
せ
ん
・
ち
き
ゅ
う
を
め
ざ

せ
」

　

お
宝
を
手
に
入
れ
た
ゾ
ロ
リ

た
ち
は
地
球
を
め
ざ
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
途
中
で
立
ち

寄
っ
た
星
で
巨
大
な
怪
獣
に
襲

わ
れ
ま
す
。
無
事
に
か
え
れ
る

で
し
ょ
う
か
。児
童
書
で
人
気
の

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
を
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
前
11
時

◎
午
後
１
時
の
番
組「
Ｔ

ザＨ
Ｅ 

Ｓサ

ン
Ｕ
Ｎ
～
母
な
る
星
」

　

太
陽
に
つ
い
て
、
古
代
人
の

考
え
方
や
太
陽
が
燃
え
る
仕
組

み
、
太
陽
の
最
後
な
ど
、
迫
力

あ
る
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
後
１
時

◎
午
後
３
時
の
番
組
「
月
へ
の

想
い
」

　

ガ
リ
レ
オ
の
観
察
し
た
月
や

空
想
作
家
の
月
世
界
旅
行
、
ア

ポ
ロ
計
画
の
月
面
着
陸
な
ど
、

▽
定
員　

90
人
（
当

日
先
着
順
）

▽
観
覧
料
（
全
部
通

し
て
）　

大
人
300
円
、

小
・
中
学
生
100
円

※
入
退
場
は
投
影
の

合
間
だ
け
で
す
。
投

影
途
中
で
の
入
退
場

は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博

物
館
☎
042
─
567
─
４

８
０
０
ま
で
。

▽
時
間　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

蔵
敷
公
民
館
ほ
か

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
で
は
、
12
月
７
日
㈯
か
ら
冬

の
番
組
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
の

番
組
も
メ
ガ
ス
タ
ー
の
星
空
を

映
し
て
星
座
解
説
を
し
ま
す
。

　

投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
影
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

▽
投
影
期
間　

12
月
７
日
㈯
～

令
和
２
年
３
月
１
日
㈰
（
休
館

日
は
除
く
）

※
12
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
は
す

べ
て
ク
リ
ス
マ
ス
投
影
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
別
の
番

組
に
代
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
・

中
学
生
100
円
、
幼
児
は
無
料

　

中
高
生
が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

投
影
に
挑
戦
し
ま
す
。
日
頃
、

文
化
祭
等
ク
ラ
ブ
活
動
で
が
ん

ば
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
の
投
影

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
27
日
㈮
正
午
～

午
後
２
時
30
分

▽
投
影
順
・
参
加
校
・
内
容　

下

表
の
通
り

※
進
行
上
、
多
少
の
時
間
の
ず

れ
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
「
ヒ

ガ
シ
ヤ
マ
ト
未
来
大
学
」
の
新

た
な
運
営
の
担
い
手
を
募
る
た

め
、
現
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
ま

ち
探
検
を
す
る
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
現
場

を
見
学
、考
え
、そ
の
刺
激
を
共

有
し
た
上
で
、東
大
和
で
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
・
内
容
等　

下
表
参
照

▽
定
員　

20
人
（
選
考
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
応
募
条
件
・
方
法　

フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
が
で
き
る
方
。
12
月

25
日
㈬
ま
で
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
「
ヒ
ガ
大
み
ん
な
の
ま
ち
探

検
隊
」
グ
ル
ー
プ
に
参
加
申
請
、

質
問
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

蔵
敷
公
民
館
☎
042

─
566
─
０
５
５
１
ま
で
。

　

海
外
か
ら
の
訪
日
外
国
人
や
、

在
住
外
国
人
の
方
向
け
に
、
自

身
の
住
む
ま
ち
を
紹
介
す
る
た

め
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

ガ
イ
ド
の
基
本
知
識
や
、
地
域

で
異
な
る
世
界
の
人
々
の
考
え

方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、

英
語
の
短
い
セ
ン
テ
ン
ス
で
ガ

イ
ド
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

も
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
英
語
に
自
信
が
な
い

方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
実
践
力

を
培
い
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

中
学
生
以
上

▽
期
日
・
内
容　

下
表
参
照

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

羽
村
市
自
然
休
暇
村
を
利
用
し

や
す
い
よ
う
、
運
営
管
理
事
業

者
と
割
引
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
施
設
は
、
山
梨
県
の

清
里
高
原
に
あ
る
体
験
型
大
型

宿
泊
施
設
で
、
天
体
観
測
室
、

体
育
館
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
を
備

え
て
い
ま
す
。
予
約
は
利
用
日

の
３
か
月
前
か
ら
可
能
（
通
常

料
金
）
と
な
り
、
利
用
日
の
１

か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
予
約

▽
対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学

年
児
童
と
保
護
者

▽
日
時　

12
月
14
日
㈯
午
前
10

時
～
11
時

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　

70
人（
当
日
先
着
順
）

▽
内
容　

①
人
形
劇
「
お
い
せ

分
に
つ
い
て
は
羽
村
市
民
と
同

一
価
格
（
割
引
料
金
）
で
ご
利

用
で
き
ま
す
。

▽
所
在
地　

山
梨
県
北
杜
市
高

根
町
清
里
３
５
４
５
─
３
８
７

７▽
施
設
案
内
の
配
布　

市
役
所

１
階
入
口
ホ
ー
ル
、
地
域
振
興

課
（
市
役
所
３
階
）

▽
問
合
せ　

利
用
方
法
に
つ
い

て
は
直
接
自
然
休
暇
村
☎
０

５
５
１
─
48
─
４
０
１
７
／

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
─

47
─
４
０
１
７
（
携
帯
不
可
）

へ
、
協
定
に
つ
い
て
は
地
域
振

興
課
・
内
線
１
７
１
１
ま
で
。

山
の
子
だ
ぬ
き
と
松
っ
こ
ご
れ

じ
ぞ
う
」
②
ア
ニ
メ
映
画
「
ト

ム
と
ジ
ェ
リ
ー　

仲
良
し
は
素

敵
編
」

▽
公
演
者　

人
形
劇
団　

雁か
り

▽
問
合
せ　

狭
山
公
民
館
☎
042

─
565
─
２
７
０
０
ま
で
。

放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅からおおむ
ね８００メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線１２１３まで

郷
土
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
冬
の
番
組

ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
ト
未
来
大
学

ヒ
ガ
大
み
ん
な
の
ま
ち
探
検
隊

～
現
状
把
握
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
み
ん
な
で
考
え
話
そ
う
～

里
山
体
験
講
座

　
参
加
者
募
集

あ
な
た
「
が
」
ガ
イ
ド
　

続
・
英
語
で
地
域
を
紹
介
し
て
み
よ
う
！

羽
村
市
自
然
休
暇
村

～
清
里
・
八
ヶ
岳

　
少
年
自
然
の
家
～

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

狭
山
公
民
館

「
人
形
劇
＆
ア
ニ
メ
映
画
会
」

中
高
生
に
よ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
発
表
会

ぼ
く
ら
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
☆

中高生によるプラネタリウム投影発表会スケジュール
時間 投影する学校・内容

正午から あいさつ、趣旨説明

午後０時10分～０時40分 立川高校
「今日から楽しめる！星座を巡る夜空の旅」

午後０時50分～１時15分 中央大学附属中学校・高校Ａ
「冬の星座」

午後１時25分～１時45分 中央大学附属中学校・高校Ｂ
「ざんねんな星座図鑑」

午後１時55分～２時20分 桐朋中学校・高校
「Future sky２」

午後２時30分 閉会
※進行上、時間が変更となる場合があります。

回 タイトル 日時 場所 内容 講師

①
シブヤ大学をマナ
ビュー　キャンパ
ス見学

令 和 2 年 1 月18
日㈯午前11時～
午後 7 時30分

東京都
渋谷区

地域の学び場を実際に目で見
て体感する
※市の委託バス使用

左京泰明氏（特定
非営利活動法人シ
ブヤ大学学長）

②
国国ツアーでエリ
アビュー面で知る
まちづくり

令 和 2 年 2 月15
日㈯午前 9 時～
午後 6 時30分

東京都
国立市
国分寺市

行政と協力して実現している事
例や民独自で行なっている事例
まで、さまざまなカタチを東大
和市からそれほど遠くない国分
寺・国立エリアで視察。
※市の委託バス使用

高浜洋平氏（おた
カフェオーナー）、
NPOく に た ち 農
園の会、佐藤和之
氏（くにたちベー
ス代表）

③
ヒガシヤマト未来
会議　未来大学の
夢を語る

令 和 2 年 2 月29
日㈯午後 1 時30
分～ 4 時30分

蔵敷
公民館

ヒガシヤマトで何ができる
か？

木 嶋 雅 史 氏（元
studio-L、立川食
べ歩き隊隊長）

④ 発 表　 オ ー プ ン
キャンパス

令 和 2 年 3 月14
日㈯午後 1 時～
4 時

中央
公民館

今年度の未来大学活動報告、来
年度に向けた提案発表ほか。
終了後交流会があります。

ヒガシヤマト未来
大学メンバー

※
た きviva!を コ ト
ビュー体験学習

令 和 2 年 1 月25
日㈯午後 1 時30
分～ 4 時（予定）

下立野
林間
こども
広場

未来大学から生まれたプロジェ
クトを体験。たき火を通して人
が出会い繋がり交流し、関係を
育む場、語り合える場として月
1回開催しているイベント

ヒガシヤマト未来
大学メンバー

Daberiba!で 語 る
ナイトブレスト

令 和 2 年 2 月10
日㈪午後 7 時30
分～ 9 時30分

未定
市内の団体を呼び東大和の課題
について語る、国国ツアー事前
予習など

注：※は任意参加。①②交通状況等により時間が変わる場合があります。

回 期日 内　容

１ 令和２年
1 月11日㈯

観 光 立 国 宣 言 ～
イ ン バ ウ ン ド の
現 状 と 課 題 （ オ
リ ン ピ ッ ク 後 ）
及 び グ ル ー プ
ワ ー ク

２ 令和２年
1 月18日㈯

フ ィ ー ル ド ワ ー
ク （ 蔵 敷 公 民 館
周 辺 ）
※ 英 語 で 実 践

３ 令和２年
1 月25日㈯

フ ィ ー ル ド ワ ー
ク （ 東 大 和 市 内
の ハ イ ラ イ ト ）
※ 市 の 委 託 バ ス
を 利 用 し ま す

４ 令和２年
２月８日㈯

「 ま と め 」と 「 ミ
ニ プ レ ゼ ン 」

市役所☎042−563−2111（代） 令和 元 ・ 1 2 ・ 1 4東やまと市報



▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
1

 

・
2
会
議
室

▽
傍
聴
人
の
定
員　

10
人
（
当

日
先
着
順
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
）

▽
手
話
通
訳　

12
月
６
日
㈮
ま

で
に
、企
画
課
へ
フ
ァ
ク
ス（
042

─
563
─
５
９
３
２
）
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際

は
、
申
込
者
の
フ
ァ
ク
ス
番
号

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
保
育
（
満
１
歳
以
上
の
未
就

学
児
）　

希
望
す
る
方
は
12
月

６
日
㈮
ま
で
に
企
画
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

企
画
課　

内
線
１

４
２
５
ま
で
。

◎
第
3
回
総
合
計
画
審
議
会

　

12
月
21
日
㈯
午
後
2
時
か
ら

／
場
所　

中
央
公
民
館
／
傍
聴

人
の
定
員　

５
人
／
手
話
通
訳

12
月
11
日
㈬
ま
で
に
、
企
画
課

へ
フ
ァ
ク
ス（
042
─
563
─
５
９

３
２
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
み
の
際
は
、
申
込
者

の
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
／
保
育
（
満
１
歳
以
上

の
未
就
学
児
）　

希
望
す
る
方

は
12
月
11
日
㈬
ま
で
に
企
画
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
問
合
せ

企
画
課
・
内
線
１
４
２
５
ま
で
。

※
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地

区
内
の
農
地
は
対
象
外
で
す
。

▽
負
担
金
額　

賦
課
対
象
面
積

に
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
300

円
を
乗
じ
て
得
た
額

◎
12
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
納
付
月
で
す

　

12
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
第
３
期
分
の
納
付
月
で

す
の
で
、
12
月
25
日
㈬
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

ト
フ
ォ
ン
等
を
使
用
し
な
が
ら

の
運
転
は
違
反
点
数
や
反
則
金

等
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
─
566
─
０
１
１
０
へ
。

庁
舎
３
階
）
及
び
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
並
び
に
都
市
計
画
課

（
市
役
所
２
階
）
な
ど
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
４
ま
た
は
、
東
京
都

都
市
整
備
局
都
市
基
盤
部
街
路

計
画
課
☎
03
─
５
３
８
８
─
３

３
７
９
へ
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

○
「
市
財
政
の
現
状
」

　

一
般
会
計
の
決
算
に
お
け
る

統
計
調
査
に
よ
り
、
市
財
政
の

現
状
を
各
指
標
で
表
し
ま
し
た
。

▽
実
施
計
画
の
見
直
し

　

予
算
編
成
と
の
整
合
性
を
図

り
、
社
会
・
経
済
情
勢
な
ど
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
毎
年

度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

▽
販
売
・
閲
覧
・
貸
出

・
販
売　

企
画
課
（
市
役
所
４

階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
３
階
）
で
販
売
（
１
部
200

円
）
し
ま
す
。

・
閲
覧　

企
画
課
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

・
貸
出　

企
画
課
、
図
書
館
で

貸
し
出
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
令
和
４
年
度
を
初

年
度
と
す
る
「（
仮
称
）
東
大

和
市
新
総
合
計
画
」
の
策
定
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
視

点
か
ら
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
14
日
㈯
午
前
10

時
か
ら

　

審
議
会
等
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
（
当
日
先
着

順
）。

◎
社
会
教
育
委
員
会
議

　

12
月
17
日
㈫
午
前
10
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室
／
傍
聴
人
の
定
員　

５

人
／
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・

内
線
１
５
５
２
ま
で
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
賦
課
区

域
内
の
全
て
の
土
地
に
賦
課
さ

れ
ま
す
が
、
徴
収
が
猶
予
さ
れ

て
い
る
土
地
（
主
に
農
地
）
が

あ
り
ま
す
。
徴
収
が
猶
予
さ
れ

て
い
る
土
地
を
転
用
し
て
宅
地

等
に
し
た
場
合
は
、
受
益
者
負

担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑥
違
法
駐
車
対
策
の
推
進

※
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

12
月
か
ら
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

に
つ
い
て
、
協
働
で
調
査
検
討

を
進
め
、
都
市
計
画
道
路
の
見

直
し
に
関
す
る
検
証
手
法
や

個
々
の
路
線
の
計
画
変
更
等
の

対
応
方
針
を
示
し
た
基
本
方
針

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

基
本
方
針
は
、
東
京
都
都
市

整
備
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都

民
情
報
ル
ー
ム
（
都
庁
第
一
本

ち
主
要
な
も
の
を
選
定
し
、
第

四
次
基
本
計
画
の
施
策
の
体
系

に
基
づ
き
整
理
し
た
う
え
で

「
主
要
事
業
」
と
し
て
定
め
ま

し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
額

を
基
準
に
、
一
般
会
計
の
経
常

的
な
財
政
収
支
の
予
測
を
し
た

う
え
で
、「
主
要
事
業
」
を
実
施

し
た
場
合
、
３
年
間
で
五
九
億

六
、
九
○
○
万
円
の
財
源
不
足

が
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
今
後
、
こ
の
実
施
計
画
に

掲
載
し
た
主
要
事
業
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
額
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
行
政
改
革
に
関
す
る

取
組
を
進
め
、
歳
入
の
確
保
と

経
費
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
向
け
て
、
優
先
度
を
踏

ま
え
た
事
業
の
縮
小
や
廃
止
に

よ
る
事
業
の
最
適
化
を
図
り
、

　

春
・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
に
続
く
第
三
の
交
通
安
全
運

動
と
し
て
、
年
末
期
に
多
発
す

る
交
通
事
故
及
び
渋
滞
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
令
和
元

年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」が
、12
月
1
日
㈰
～

7
日
㈯
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
重
点
項
目

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保

②
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防

止
　

東
京
都
と
特
別
区
及
び
26
市

２
町
は
、
優
先
整
備
路
線
等
を

除
く
未
着
手
の
都
市
計
画
道
路

　

実
施
計
画
は
、
第
四
次
基
本

計
画（
計
画
期
間
：
平
成
25
年
度

～
令
和
３
年
度
）
に
掲
げ
た
目

標
の
達
成
と
新
た
な
行
政
需
要

に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

▽
実
施
計
画
の
期
間　

令
和
２

年
度
～
４
年
度
の
３
年
間

▽
実
施
計
画
の
内
容

○「
主
要
事
業
」　
（
左
表
参
照
）

　

優
先
度
の
高
い
事
業
や
継
続

実
施
が
求
め
ら
れ
る
事
業
の
う

東大和市
実施計画

を策定

　

総
合
計
画
策
定

の
た
め
の
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

傍
聴
で
き
ま
す

令
和
元
年

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

　

交
通
安
全

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
東
京
に
お
け
る

　

都
市
計
画
道
路
の

　

在
り
方
に
関
す
る

　

基
本
方
針
」の
策
定

農
地
を
転
用
し
た
方

　
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
の
お
支
払

い
を
お
願
い
し
ま
す

審
議
会
等

東大和市実施計画［主要事業］計上金額（３か年合計金額）

第

四

次

基

本

計

画

の

分

野

別

計

画

第１章「豊かな人間性と文化をはぐくむまちを築くために」

25件 2,053,474千円

◦小学校体育館空調設備設置（522,522千円）
◦中学校体育館空調設備設置（410,919千円）
◦�校務用電算機器及び校務ネットワーク更新と統合型校務支
援ソフトの導入（小・中学校）（287,633千円）
◦�小・中学校学習支援（スクールソーシャルワーカー・ティ―
ムティーチャー・学習支援員配置、地域未来塾実施、英語
指導助手派遣、学力学習状況調査）（199,079千円）　ほか

第２章「健康であたたかい心のかよいあうまちを築くために」

38件 4,824,965千円

◦�総合福祉センター施設運営（606,123千円）
◦�民間保育園新設（南街地区）（708,124千円）
◦�民間保育園新設（清水地区）（545,496千円）
◦�民間保育園新設（谷里保育園分園）（137,001千円）
◦�保育士確保支援（236,760千円）
◦�東大和市立学童保育所運営委託（559,538千円）　ほか
第３章「暮らしと産業が調和した活力あるまちを築くために」

３件 20,545千円◦�地方創生活気ある商店街づくり（3,928千円）
◦�東大和市ふれあい広場運営（4,917千円）
◦�うまかんべぇ～祭実行委員会運営費補助（11,700千円）
第４章「環境にやさしく安全で快適なまちを築くために」

42件 1,891,287千円
◦�自転車等駐車場環境整備（41,823千円）
◦�特色ある公園整備（106,788千円）
◦�公園長寿命化計画の更新及び修繕等（53,614千円）
◦�防災行政無線（固定系）更新（155,903千円）　ほか
第５章「相互の理解と協力に支えられるまちを築くために」

3件 137,263千円◦�マイナンバーカード交付（86,560千円）
◦�コンビニエンスストアにおける住民票の写し等交付
　（47,238千円）　ほか

行財政運営

13件 1,331,775千円
◦�総合計画事務（27,402千円）
◦�まち・ひと・しごと創生（27,397千円）
◦�窓口業務等委託（住民基本台帳事務、マイナンバーカード交付事
務、戸籍事務、国民年金事務、課税管理事務、国民健康保険事務
及び後期高齢者医療事務）（256,480千円）　ほか

計 124件 10,259,309千円

令和元年

令和元年12月１日（日）〜 12月７日（土）
〜世界一の交通安全都市TOKYOを目指して〜

TOKYO交通安全キャンペーンTOKYO交通安全キャンペーンTOKYO交通安全キャンペーン

道路交通法の改正により、令和元年12月から携帯電話やスマートフォン等を
使用しながらの運転は違反点数や反則金等が引き上げられます。
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／首都交通対策協議会

❶ 子供と高齢者の安全な通行の確保　❷ 高齢運転者の交通事故防止
❸ 自転車の交通事故防止　　　　　　❹ 二輪車の交通事故防止
❺ 飲酒運転の根絶　　　　　　　　　❻ 違法駐車対策の推進

！重 点

交通安全リーフレット冬　日本語版.indd   1 19/10/11   11:51

　プレミアム付商品券
　　　12月の販売のお知らせ

◎土・日曜日の商品券販売
▷ 日時　12月14日（土）・15日（日）
　午前10時～午後３時
▷場所　市役所会議棟１階
※�商品券の購入の際には、商品券購入引換券、購入者
の本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険証
など）、購入代金（現金のみ）が必要となります。な
るべくお釣りの無いようお願いします。

◎平日（月～金曜日）の商品券販売
▷日時　月～金曜日の午前９時～午後５時
▷場所　市内の郵便局（８か所）
※対象の方で、まだ購入引換券交付
　申請をされていない方はお早めに
　申請をお願いします。申請期限は、
　令和２年１月31日（金）までです。
▷問合せ　プレミアム付商品券コ
　ールセンター・内線３９１４まで。

▲市のホームページ
　はこちら

市役所☎042−563−2111（代）令和 元 ・ 1 2 ・ 15 東やまと市報
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市職員の給与・勤務
条件等を公表します

（１）職員の任免の状況
　①採用者数及び退職者数の状況（平成 30 年度）

区　分

採用者数 退職者数

平成 30 年
4 月 1 日

平成 30 年
4 月 2 日～

平成 31 年
3 月 31 日

【参考】
平成 31 年

4 月 1 日

平成 30 年
4 月 1 日～

平成 31 年
3 月 30 日

平成 31 年
3 月 31 日

一般事務職 13 人（22 人） 0 人 （0 人） 7 人（22 人） 5 人 （1 人） 12 人 （2 人）
技 術 職 0 人 （3 人） 0 人 （0 人） 2 人 （2 人） 0 人 （1 人） 0 人 （1 人）
保 育 士 0 人 （5 人） 0 人 （0 人） 3 人 （6 人） 0 人 （0 人） 2 人 （0 人）
保 健 師 0 人 （0 人） 0 人 （0 人） 1 人 （0 人） 1 人 （0 人） 0 人 （0 人）
技能労務職 0 人 （2 人） 0 人 （0 人） 0 人 （2 人） 0 人 （0 人） 0 人 （0 人）

計 13 人（32 人） 0 人 （0 人） 13 人（32 人） 6 人 （2 人） 14 人 （3 人）
※（　）内は、再任用職員数であり、外書きです。

　②事由別退職者数（平成 30 年度）
定年 勧奨 普通 懲戒 分限 失職 死亡 計
11 人 0 人 8 人 0 人 1 人 0 人 0 人 20 人

（２）職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由平成 30 年 平成 31 年

一般行政
部 門

議会 7 人 7 人 0 人

総務 128 人 127 人 △ 1 人 業務増による増、東京都への派遣終了、
欠員不補充による減等

税務 38 人 38 人  0 人 欠員補充による増、業務執行体制の見
直しによる減等

民生 107 人 105 人 △ 2 人 東京都への派遣職員の増、業務執行体制
の見直しによる減等

衛生 31 人 32 人 1 人 欠員補充による増、業務執行体制の見
直しによる減等

農林水産 3 人 3 人 0 人
商工 5 人 6 人 1 人 業務増による増

土木 45 人 46 人 1 人 業務増・欠員補充による増、欠員不補
充による減

小計 364 人 364 人 0 人
特別行政
部　　 門

教育 68 人 65 人 △ 3 人 欠員不補充、業務終了による減
小計 68 人 65 人 △ 3 人

公 営
企 業 等
会計部門

下水道 8 人 8 人  0 人
その他 36 人 34 人 △ 2 人 業務執行体制の見直しによる増・減

小計 44 人 42 人 △ 2 人
合 計 476 人 471 人 △ 5 人

※�職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者及び派遣職
員を含み、一部事務組合への派遣職員や臨時または非常勤の職員を除きます。

　②級別職員数の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
　ア　一般行政職

区 分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級
計標 準 的 な

職 務 内 容 主　事 主　任 係　長 課　長 部　長
職 員 数 131 人 92 人 98 人 42 人 14 人 377 人
構 成 比 34.8 ％ 24.4 ％ 26.0 ％ 11.1 ％ 3.7 ％ 100.0 ％

　イ　技能労務職
区 分 １　級 ２　級

計標 準 的 な
職 務 内 容 技能主事 技能主任
職 員 数 2 人 15 人 17 人
構 成 比 11.8 ％ 88.2 ％ 100.0 ％

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　③年齢別職員構成の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区 分 20 歳未満 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 65 歳 計
職 員 数 0 人 94 人 133 人 120 人 112 人 32 人 491 人

※再任用短時間職員を含みます。

　④定員適正化の状況
　◎ 第５次行政改革大綱（計画期間：平成 29 ～令和 3 年度）における定員管理

の目標値と年次別職員数（実績）の概要（各年 4 月 1 日現在）
             区　分

部　門
平成 28 年
計画前年

平成 29 年
１年目

平成 30 年
２年目

平成 31 年
３年目

令和 2年
４年目

令和 3年
５年目

一般行政
前年比 － 10 人 0 人 0 人

職員数 354 人 364 人 364 人 364 人

特別行政
前年比 － △ 15 人 0 人 △ 3人

職員数 83 人 68 人 68 人 65 人

公営企業
等 会 計

前年比 － 6人 0人 △ 2人

職員数 38 人 44 人 44 人 42 人

合 計
前年比 － 1人 0人 △ 5人

職員数 475 人 476 人 476 人 471 人

目 標 値 476 人 475 人 474 人 473 人 472 人

※職員数には、定員外職員（派遣職員等）を含みます。

（１）人件費の状況（平成 30 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口

平成 31 年 1 月 1 日現在 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
Ｂ／Ａ

85,565 人 30,870,974 千円 1,473,354 千円 4,283,322 千円 13.9％
※人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含みます。
※数値は、平成 30 年度地方財政状況調査の数値です。

（２）職員給与費の状況（平成 30 年度一般会計決算）
職員数（Ａ）

平成 30 年
4 月 1 日現在

給与費 1 人当たり
給 与 費

Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

454 人 1,621,452 千円 434,370 千円 726,498 千円 2,782,370 千円 6,128 千円
※職員手当には、退職手当を含みません。
※�国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高齢者医療の各事業については、特
別会計となりますので、上記の数値には含みません。
※再任用短時間職員分を含みます。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）
区 分 平成 29 年 平成 30 年
東 大 和 市 100.4 100.6
東 京 都 101.6 101.4

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

（６）職員の初任給の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区　分 東大和市 東京都 国

一般行政職 大学卒 183,700 円 183,700 円 総合職 185,200 円
一般職 180,700 円

高校卒 145,600 円 145,600 円 148,600 円
技能労務職 高校卒 143,000 円 143,000 円 146,000 円

　④特殊勤務手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1 人当たり平均支給年額（平成 30 年度決算） 21,099 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成 30 年度決算） 21.9 ％
手当の種類（手当数） 8
※再任用短時間職員分を含みます。

（８）職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成 30 年度）

東大和市 東京都 国
1 人当たりの
平 均 支 給 額 1,608 千円 1,874 千円 －

支給
割合

期末
手当 2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分）

勤勉
手当 2.00 月分（0.95 月分） 2.00 月分（0.95 月分） 1.85 月分（0.90 月分）

加 算 措 置
の 状 況

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3 ～ 20％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3 ～ 20％

・管理職加算   15 ～ 25％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
5 ～ 20％

・管理職加算   10 ～ 25％

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　②退職手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）（単位：月分）

区　分
東大和市 東京都 国

普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 23.00 23.00 23.00 23.00 19.6695 24.586875
勤続 25 年 30.50 30.50 30.50 30.50 28.0395 33.27075
勤続 35 年 43.00 43.00 43.00 43.00 39.7575 47.709
最高限度額 43.00 43.00 43.00 43.00 47.709 47.709

平成30年度の
1 人 当 た り
平 均 支 給 額

4,575 千円 23,007 千円 2,178 千円 21,809 千円 － －

平均勤続年数 12 年 5 月 37 年 7 月 － － － －

※�退職手当の支給事務を共同処理するため、東大和市は他の地方公共団体とともに退職手当
組合を組織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

（４）一般行政職給料表の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

１ 号 給 の 給 料 月 額 141,300 円 199,100 円 224,800 円 284,000 円 479,100 円
最 高 号 給 の 給 料 月 額 324,300 円 362,500 円 415,100 円 455,000 円 508,900 円

（５）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
　　 （平成 31 年 4 月 1 日現在）

区　分

一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢
平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢

東大和市 312,953 円
435,174 円

41.0 歳 331,812 円
388,215 円

54.8 歳
359,285 円 380,720 円

東 京 都 314,459 円
448,732 円

41.7 歳 291,617 円
393,246 円

49.9 歳
395,986 円 361,139 円

国 329,845 円 410,940 円 43.5 歳 286,817 円 328,637 円 50.7 歳

※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外
勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、平均給与月額の上段は、こ
れらのすべての諸手当込みのものであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。
また、下段は、比較のため国家公務員と同じベース（国家公務員の平均給与月額には、
時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないため）で再計算したものです。

（７）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 280,725 円 331,242 円 該当者なし

　③地域手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1 人当たり平均支給年額（平成 30 年度決算） 454,989 円
支給対象職員数 491 人
支給率 12 ％
※再任用短時間職員分を含みます。

手当の名称 主な支給対象業務 支給単価

行旅死病人取扱手当 行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容
等の業務

1 件あたり
死体：5,000 円
病人：3,000 円

防疫作業手当 感染症等の発生予防のための防疫作業 日額：1,000 円

危険薬物取扱手当 毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業又は
農作物消毒作業 日額：2,000 円

滞納整理事務手当 市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務 日額 ：　200 円

賦課調査事務手当 市税賦課に必要な所得又は家屋の調査事務に従
事 日額：　200 円

社会福祉業務手当 ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生
活訓練、心身障害者の生活実習等の業務 日額 ：　200 円

犬・猫等の死体処理手当 犬・猫等の死体等の処理 1 件 ：　300 円

災害時緊急出動手当 風水震災等の非常時に緊急出動した場合 1 回：1,000 円

　⑤時間外勤務手当
平成 29 年度 平成 30 年度

支給実績 114,657 千円 112,964 千円
職員１人当たり平均支給年額 262 千円 259 千円
※再任用短時間職員分を含みます。

　⑥その他の手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）

手当名 内容及び支給単価
東大和市 東京都 国

扶養手当

子　　　　　　　　 9,000 円
（子が満 16 歳年度初めから
満 22 歳年度末までの場合は
13,000 円）
子以外の扶養親族　 6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　　　　　   9,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 13,000 円）
子以外の扶養親族　

6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　　　　　 10,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 15,000 円）
子以外の扶養親族

6,500 円

住居手当 借家（※）
月額 15,000 円

借家（※）
月額 15,000 円

借家（最高）
月額 27,000 円

管理職手当
( 特別調整額 )

部長及び局長　　95,000 円
参事　　　　　　83,000 円
課長及び副参事　71,000 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
22,600 円～ 140,800 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
46,300 円～ 146,400 円

管 理 職 員
特別勤務手当

参事 ( 部長・局長 )12,000 円
参事 ( 上記以外）   10,000 円
副参事　　　　　10,000 円
6 時間を超える勤務は、

15,000 円～ 18,000 円

平日深夜（午前 0 時～午前 5
時）については、
参事 ( 部長・局長 )  6,000 円
参事 ( 上記以外 )　 5,000 円
副参事　　　　　   5,000 円

役職の区分に応じて、
4,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
6,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0 時～
午前 5 時）については、

2,000 円～ 6,000 円

役職の区分に応じて、
6,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
9,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0 時～
午前 5 時）については、

3,000 円～ 6,000 円

宿日直手当 １回               12,000 円 勤務の態様に応じ、
3,000 円～ 30,000 円

勤務の態様に応じ、
2,200 円～ 22,000 円

※�世帯主等のうち、満 34 歳に達する日以後の最初の 3月 31 日までの間にある者で自ら居住
するための住宅を借り受け、月額 15,000 円以上の家賃を支払っているものに限ります。

（９）特別職等の報酬等の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区 分 給与月額等
給 料 市長 895,000 円、副市長 766,000 円、教育長 710,000 円
報 酬 議長 529,000 円、副議長 484,000 円、議員 458,000 円

期 末 手 当 市長、副市長、教育長（平成 30 年度支給割合）　4.60 月分
議長、副議長、議員　（平成 30 年度支給割合）　 4.60 月分

退職手当
市 長 給料月額×  4  ×勤続年数　任期ごとに支給
副 市 長 給料月額×  3  ×勤続年数　任期ごとに支給
教 育 長 給料月額× 2.5 ×勤続年数　任期ごとに支給

※�特別職の報酬等の額は「東大和市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例で定められて
います。
※退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組織
しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

（１）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
正規の勤務時間 休憩時間 週休日

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時 日曜日、土曜日
※�児童館、保育園などのように、職務の性質により上記の勤務時間の割り振り、休憩時間に
より難い職員については、勤務時間の割り振り等を別に定めています。

（１）分限処分の状況（平成 30 年度）
種　類

事　由 降　任 免　職 休　職 合　計

勤務実績が良くない場合 0 人 0 人 － 0 人
心身の故障の場合 0 人 0 人 15 人 15 人
職に必要な適格性を欠く場合 0 人 1 人 － 1 人
廃職又は過員を生じた場合 0 人 0 人 － 0 人
刑事事件に関し起訴された場合 － － 0 人 0 人
合　　　計 0 人 1 人 15 人 16 人
※�分限処分は、地方公務員法第 28 条の規定により、公務能率を維持することを目的として職
員がその職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反して行
う処分です。人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（２）懲戒処分の状況（平成 30 年度）
種　類

事　由 免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計

法令等に違反した場合 0 人 1 人 0 人 0 人 1 人
職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人
合　　　計 0 人 1 人 0 人 0 人 1 人
※�懲戒処分は、地方公務員法第 29 条の規定により、公務における規律と秩序を維持すること
を目的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。

３　職員の給与の状況
４　職員の勤務時間その他の

勤務条件の状況

５　職員の分限及び懲戒処分の状況

１　職員の任免及び職員数に関する状況

　市では、人事行政の公平性と透明性
を確保するため、「東大和市人事行政
の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、市職員の給与、勤務条件等
についてお知らせします。詳細は、市
のホームページをご覧ください。
▷問合せ　職員課・内線1331まで。

（１）職員採用試験の実施の状況（平成 30 年度）
　◎平成 30 年 4 月実施

職 種 応募人数 受験者数 合格者数
一 般 事 務
( 身体障害者 ) 0 人 0 人 0 人

保 健 師 1 人 1 人 0 人
建 築 技 術 0 人 0 人 0 人

（２）昇任試験・昇任選考の実施の状況（平成 30 年度）
　◎平成 31 年 4 月 1 日付け昇任

区 分 対象職層 資　　格 対象者 受験者 合格者
主 任 職
昇 任 試 験 主 事 職 主事職の経験が 6 年以上で、年

齢が 28 歳以上 34 歳未満 63 人 16 人 3 人

主 任 職
昇 任 選 考 主 事 職 主事職の経験が 8 年以上で、年

齢が 34 歳以上 23 人 13 人 13 人

係 長 職
昇任選考 A 主 任 職 主任職昇任試験の合格者である

こと 2 人 － 2 人

係 長 職
昇任選考 B 主 任 職 主任職の経験が 1 年以上で、年

齢が 36 歳以上 － － 5 人

課 長 職
昇 任 選 考 係 長 職 係長職の経験が 5 年以上 － － 3 人

２　職員の試験及び選考状況

　◎平成 30 年 9 月実施
職 種 応募人数 受験者数 合格者数

一 般 事 務 278 人 246 人 7 人
一 般 事 務
( 身体障害者 ) 0 人 0 人 0 人

土 木 技 術 5 人 4 人 1 人
建 築 技 術 5 人 5 人 1 人
保 健 師 10 人 9 人 1 人
保 育 士 22 人 22 人 3 人

（２）年次有給休暇の取得の状況（平成 30 年中）
平均取得日数

11.8 日
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市職員の給与・勤務
条件等を公表します

（１）職員の任免の状況
　①採用者数及び退職者数の状況（平成 30 年度）

区　分

採用者数 退職者数

平成 30 年
4 月 1 日

平成 30 年
4 月 2 日～

平成 31 年
3 月 31 日

【参考】
平成 31 年

4 月 1 日

平成 30 年
4 月 1 日～

平成 31 年
3 月 30 日

平成 31 年
3 月 31 日

一般事務職 13 人（22 人） 0 人 （0 人） 7 人（22 人） 5 人 （1 人） 12 人 （2 人）
技 術 職 0 人 （3 人） 0 人 （0 人） 2 人 （2 人） 0 人 （1 人） 0 人 （1 人）
保 育 士 0 人 （5 人） 0 人 （0 人） 3 人 （6 人） 0 人 （0 人） 2 人 （0 人）
保 健 師 0 人 （0 人） 0 人 （0 人） 1 人 （0 人） 1 人 （0 人） 0 人 （0 人）
技能労務職 0 人 （2 人） 0 人 （0 人） 0 人 （2 人） 0 人 （0 人） 0 人 （0 人）

計 13 人（32 人） 0 人 （0 人） 13 人（32 人） 6 人 （2 人） 14 人 （3 人）
※（　）内は、再任用職員数であり、外書きです。

　②事由別退職者数（平成 30 年度）
定年 勧奨 普通 懲戒 分限 失職 死亡 計
11 人 0 人 8 人 0 人 1 人 0 人 0 人 20 人

（２）職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由平成 30 年 平成 31 年

一般行政
部 門

議会 7 人 7 人 0 人

総務 128 人 127 人 △ 1 人 業務増による増、東京都への派遣終了、
欠員不補充による減等

税務 38 人 38 人  0 人 欠員補充による増、業務執行体制の見
直しによる減等

民生 107 人 105 人 △ 2 人 東京都への派遣職員の増、業務執行体制
の見直しによる減等

衛生 31 人 32 人 1 人 欠員補充による増、業務執行体制の見
直しによる減等

農林水産 3 人 3 人 0 人
商工 5 人 6 人 1 人 業務増による増

土木 45 人 46 人 1 人 業務増・欠員補充による増、欠員不補
充による減

小計 364 人 364 人 0 人
特別行政
部　　 門

教育 68 人 65 人 △ 3 人 欠員不補充、業務終了による減
小計 68 人 65 人 △ 3 人

公 営
企 業 等
会計部門

下水道 8 人 8 人  0 人
その他 36 人 34 人 △ 2 人 業務執行体制の見直しによる増・減

小計 44 人 42 人 △ 2 人
合 計 476 人 471 人 △ 5 人

※�職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者及び派遣職
員を含み、一部事務組合への派遣職員や臨時または非常勤の職員を除きます。

　②級別職員数の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
　ア　一般行政職

区 分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級
計標 準 的 な

職 務 内 容 主　事 主　任 係　長 課　長 部　長
職 員 数 131 人 92 人 98 人 42 人 14 人 377 人
構 成 比 34.8 ％ 24.4 ％ 26.0 ％ 11.1 ％ 3.7 ％ 100.0 ％

　イ　技能労務職
区 分 １　級 ２　級

計標 準 的 な
職 務 内 容 技能主事 技能主任
職 員 数 2 人 15 人 17 人
構 成 比 11.8 ％ 88.2 ％ 100.0 ％

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　③年齢別職員構成の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区 分 20 歳未満 20 ～ 29 歳 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 65 歳 計
職 員 数 0 人 94 人 133 人 120 人 112 人 32 人 491 人

※再任用短時間職員を含みます。

　④定員適正化の状況
　◎ 第５次行政改革大綱（計画期間：平成 29 ～令和 3 年度）における定員管理

の目標値と年次別職員数（実績）の概要（各年 4 月 1 日現在）
             区　分

部　門
平成 28 年
計画前年

平成 29 年
１年目

平成 30 年
２年目

平成 31 年
３年目

令和 2年
４年目

令和 3年
５年目

一般行政
前年比 － 10 人 0 人 0 人

職員数 354 人 364 人 364 人 364 人

特別行政
前年比 － △ 15 人 0 人 △ 3人

職員数 83 人 68 人 68 人 65 人

公営企業
等 会 計

前年比 － 6人 0人 △ 2人

職員数 38 人 44 人 44 人 42 人

合 計
前年比 － 1人 0人 △ 5人

職員数 475 人 476 人 476 人 471 人

目 標 値 476 人 475 人 474 人 473 人 472 人

※職員数には、定員外職員（派遣職員等）を含みます。

（１）人件費の状況（平成 30 年度一般会計決算）
住民基本台帳人口

平成 31 年 1 月 1 日現在 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
Ｂ／Ａ

85,565 人 30,870,974 千円 1,473,354 千円 4,283,322 千円 13.9％
※人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含みます。
※数値は、平成 30 年度地方財政状況調査の数値です。

（２）職員給与費の状況（平成 30 年度一般会計決算）
職員数（Ａ）

平成 30 年
4 月 1 日現在

給与費 1 人当たり
給 与 費

Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

454 人 1,621,452 千円 434,370 千円 726,498 千円 2,782,370 千円 6,128 千円
※職員手当には、退職手当を含みません。
※�国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高齢者医療の各事業については、特
別会計となりますので、上記の数値には含みません。
※再任用短時間職員分を含みます。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）
区 分 平成 29 年 平成 30 年
東 大 和 市 100.4 100.6
東 京 都 101.6 101.4

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水
準を示す指数です。

（６）職員の初任給の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区　分 東大和市 東京都 国

一般行政職 大学卒 183,700 円 183,700 円 総合職 185,200 円
一般職 180,700 円

高校卒 145,600 円 145,600 円 148,600 円
技能労務職 高校卒 143,000 円 143,000 円 146,000 円

　④特殊勤務手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1 人当たり平均支給年額（平成 30 年度決算） 21,099 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成 30 年度決算） 21.9 ％
手当の種類（手当数） 8
※再任用短時間職員分を含みます。

（８）職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成 30 年度）

東大和市 東京都 国
1 人当たりの
平 均 支 給 額 1,608 千円 1,874 千円 －

支給
割合

期末
手当 2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分） 2.60 月分（1.45 月分）

勤勉
手当 2.00 月分（0.95 月分） 2.00 月分（0.95 月分） 1.85 月分（0.90 月分）

加 算 措 置
の 状 況

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3 ～ 20％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
3 ～ 20％

・管理職加算   15 ～ 25％

職務上の段階、職務の級
等による加算措置

・職務段階別加算
5 ～ 20％

・管理職加算   10 ～ 25％

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　②退職手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）（単位：月分）

区　分
東大和市 東京都 国

普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年 普　通 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 23.00 23.00 23.00 23.00 19.6695 24.586875
勤続 25 年 30.50 30.50 30.50 30.50 28.0395 33.27075
勤続 35 年 43.00 43.00 43.00 43.00 39.7575 47.709
最高限度額 43.00 43.00 43.00 43.00 47.709 47.709

平成30年度の
1 人 当 た り
平 均 支 給 額

4,575 千円 23,007 千円 2,178 千円 21,809 千円 － －

平均勤続年数 12 年 5 月 37 年 7 月 － － － －

※�退職手当の支給事務を共同処理するため、東大和市は他の地方公共団体とともに退職手当
組合を組織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

（４）一般行政職給料表の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
１　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級

１ 号 給 の 給 料 月 額 141,300 円 199,100 円 224,800 円 284,000 円 479,100 円
最 高 号 給 の 給 料 月 額 324,300 円 362,500 円 415,100 円 455,000 円 508,900 円

（５）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
　　 （平成 31 年 4 月 1 日現在）

区　分

一般行政職 技能労務職

平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢
平均給料
月　　額

平均給与
月　　額

平均年齢

東大和市 312,953 円
435,174 円

41.0 歳 331,812 円
388,215 円

54.8 歳
359,285 円 380,720 円

東 京 都 314,459 円
448,732 円

41.7 歳 291,617 円
393,246 円

49.9 歳
395,986 円 361,139 円

国 329,845 円 410,940 円 43.5 歳 286,817 円 328,637 円 50.7 歳

※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外
勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、平均給与月額の上段は、こ
れらのすべての諸手当込みのものであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。
また、下段は、比較のため国家公務員と同じベース（国家公務員の平均給与月額には、
時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないため）で再計算したものです。

（７）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 280,725 円 331,242 円 該当者なし

　③地域手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）
支給職員 1 人当たり平均支給年額（平成 30 年度決算） 454,989 円
支給対象職員数 491 人
支給率 12 ％
※再任用短時間職員分を含みます。

手当の名称 主な支給対象業務 支給単価

行旅死病人取扱手当 行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容
等の業務

1 件あたり
死体：5,000 円
病人：3,000 円

防疫作業手当 感染症等の発生予防のための防疫作業 日額：1,000 円

危険薬物取扱手当 毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業又は
農作物消毒作業 日額：2,000 円

滞納整理事務手当 市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務 日額 ：　200 円

賦課調査事務手当 市税賦課に必要な所得又は家屋の調査事務に従
事 日額：　200 円

社会福祉業務手当 ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生
活訓練、心身障害者の生活実習等の業務 日額 ：　200 円

犬・猫等の死体処理手当 犬・猫等の死体等の処理 1 件 ：　300 円

災害時緊急出動手当 風水震災等の非常時に緊急出動した場合 1 回：1,000 円

　⑤時間外勤務手当
平成 29 年度 平成 30 年度

支給実績 114,657 千円 112,964 千円
職員１人当たり平均支給年額 262 千円 259 千円
※再任用短時間職員分を含みます。

　⑥その他の手当（平成 31 年 4 月 1 日現在）

手当名 内容及び支給単価
東大和市 東京都 国

扶養手当

子　　　　　　　　 9,000 円
（子が満 16 歳年度初めから
満 22 歳年度末までの場合は
13,000 円）
子以外の扶養親族　 6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　　　　　   9,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 13,000 円）
子以外の扶養親族　

6,000 円
（課長級は 3,000 円 )

子　　　　　 10,000 円
（子が満 16 歳年度初め
から満 22 歳年度末ま
での場合は 15,000 円）
子以外の扶養親族

6,500 円

住居手当 借家（※）
月額 15,000 円

借家（※）
月額 15,000 円

借家（最高）
月額 27,000 円

管理職手当
( 特別調整額 )

部長及び局長　　95,000 円
参事　　　　　　83,000 円
課長及び副参事　71,000 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
22,600 円～ 140,800 円

役職の区分別に定めら
れた額を支給
46,300 円～ 146,400 円

管 理 職 員
特別勤務手当

参事 ( 部長・局長 )12,000 円
参事 ( 上記以外）   10,000 円
副参事　　　　　10,000 円
6 時間を超える勤務は、

15,000 円～ 18,000 円

平日深夜（午前 0 時～午前 5
時）については、
参事 ( 部長・局長 )  6,000 円
参事 ( 上記以外 )　 5,000 円
副参事　　　　　   5,000 円

役職の区分に応じて、
4,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
6,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0 時～
午前 5 時）については、

2,000 円～ 6,000 円

役職の区分に応じて、
6,000 円～ 18,000 円

6 時間を超える勤務は、
9,000 円～ 27,000 円

平日深夜（午前 0 時～
午前 5 時）については、

3,000 円～ 6,000 円

宿日直手当 １回               12,000 円 勤務の態様に応じ、
3,000 円～ 30,000 円

勤務の態様に応じ、
2,200 円～ 22,000 円

※�世帯主等のうち、満 34 歳に達する日以後の最初の 3月 31 日までの間にある者で自ら居住
するための住宅を借り受け、月額 15,000 円以上の家賃を支払っているものに限ります。

（９）特別職等の報酬等の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区 分 給与月額等
給 料 市長 895,000 円、副市長 766,000 円、教育長 710,000 円
報 酬 議長 529,000 円、副議長 484,000 円、議員 458,000 円

期 末 手 当 市長、副市長、教育長（平成 30 年度支給割合）　4.60 月分
議長、副議長、議員　（平成 30 年度支給割合）　 4.60 月分

退職手当
市 長 給料月額×  4  ×勤続年数　任期ごとに支給
副 市 長 給料月額×  3  ×勤続年数　任期ごとに支給
教 育 長 給料月額× 2.5 ×勤続年数　任期ごとに支給

※�特別職の報酬等の額は「東大和市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例で定められて
います。
※退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組織
しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

（１）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
正規の勤務時間 休憩時間 週休日

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時 日曜日、土曜日
※�児童館、保育園などのように、職務の性質により上記の勤務時間の割り振り、休憩時間に
より難い職員については、勤務時間の割り振り等を別に定めています。

（１）分限処分の状況（平成 30 年度）
種　類

事　由 降　任 免　職 休　職 合　計

勤務実績が良くない場合 0 人 0 人 － 0 人
心身の故障の場合 0 人 0 人 15 人 15 人
職に必要な適格性を欠く場合 0 人 1 人 － 1 人
廃職又は過員を生じた場合 0 人 0 人 － 0 人
刑事事件に関し起訴された場合 － － 0 人 0 人
合　　　計 0 人 1 人 15 人 16 人
※�分限処分は、地方公務員法第 28 条の規定により、公務能率を維持することを目的として職
員がその職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反して行
う処分です。人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（２）懲戒処分の状況（平成 30 年度）
種　類

事　由 免　職 停　職 減　給 戒　告 合　計

法令等に違反した場合 0 人 1 人 0 人 0 人 1 人
職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人
合　　　計 0 人 1 人 0 人 0 人 1 人
※�懲戒処分は、地方公務員法第 29 条の規定により、公務における規律と秩序を維持すること
を目的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。

３　職員の給与の状況
４　職員の勤務時間その他の

勤務条件の状況

５　職員の分限及び懲戒処分の状況

１　職員の任免及び職員数に関する状況

　市では、人事行政の公平性と透明性
を確保するため、「東大和市人事行政
の運営等の状況の公表に関する条例」
に基づき、市職員の給与、勤務条件等
についてお知らせします。詳細は、市
のホームページをご覧ください。
▷問合せ　職員課・内線1331まで。

（１）職員採用試験の実施の状況（平成 30 年度）
　◎平成 30 年 4 月実施

職 種 応募人数 受験者数 合格者数
一 般 事 務
( 身体障害者 ) 0 人 0 人 0 人

保 健 師 1 人 1 人 0 人
建 築 技 術 0 人 0 人 0 人

（２）昇任試験・昇任選考の実施の状況（平成 30 年度）
　◎平成 31 年 4 月 1 日付け昇任

区 分 対象職層 資　　格 対象者 受験者 合格者
主 任 職
昇 任 試 験 主 事 職 主事職の経験が 6 年以上で、年

齢が 28 歳以上 34 歳未満 63 人 16 人 3 人

主 任 職
昇 任 選 考 主 事 職 主事職の経験が 8 年以上で、年

齢が 34 歳以上 23 人 13 人 13 人

係 長 職
昇任選考 A 主 任 職 主任職昇任試験の合格者である

こと 2 人 － 2 人

係 長 職
昇任選考 B 主 任 職 主任職の経験が 1 年以上で、年

齢が 36 歳以上 － － 5 人

課 長 職
昇 任 選 考 係 長 職 係長職の経験が 5 年以上 － － 3 人

２　職員の試験及び選考状況

　◎平成 30 年 9 月実施
職 種 応募人数 受験者数 合格者数

一 般 事 務 278 人 246 人 7 人
一 般 事 務
( 身体障害者 ) 0 人 0 人 0 人

土 木 技 術 5 人 4 人 1 人
建 築 技 術 5 人 5 人 1 人
保 健 師 10 人 9 人 1 人
保 育 士 22 人 22 人 3 人

（２）年次有給休暇の取得の状況（平成 30 年中）
平均取得日数

11.8 日
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学
童
保
育
所
・
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
の

利
用
申
込
み

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
学
童
保

育
所
ま
た
は
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館

の
利
用
を
希
望
す
る
方
の
申
込

み
を
、
12
月
２
日
㈪
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
学
童
保
育
所
ま
た

は
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
の
ど
ち
ら

か
利
用
が
し
や
す
い
方
を
選
ん

で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
青
少
年
課
（
市

役
所
３
階
）、
児
童
館
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
配
布
す
る
「
学
童
保
育

所
・
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
利
用
案

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
、
保
護

者
の
就
労
や
介
護
、
病
気
な
ど

に
よ
り
放
課
後
に
保
育
を
必
要

と
す
る
小
学
生

▽
受
付
日
時
・
場
所　

12
月
２

日
㈪
～
令
和
２
年
１
月
17
日
㈮

の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
に
青
少
年
課
（
市
役
所
３

階
）

※
12
月
21
日
㈯
、
令
和
２
年
１

月
18
日
㈯
の
午
前
８
時
30
分
～

正
午
は
保
育
課
前
（
市
役
所
１

階
）
で
土
曜
受
付
を
行
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
・
９

日
㈭
午
後
５
時
30
分
～
８
時
は

市
役
所
会
議
棟
で
夜
間
受
付
を

行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
１
ま
で
。

か
る
が
も

一
時
保
育
室
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

か
る
が
も
で
は
、
保
護
者
の
就

労
や
通
院
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
い
時
な
ど
に
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

１
歳
以
上
で
市
内
在

住
、
認
可
保
育
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
、
集
団
保
育
が
可
能

な
未
就
学
児

▽
実
施
日　

月
～
土
曜
日

※
祝
日
及
び
年
末
年
始
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
休
館
日

は
除
く
。　

▽
保
育
時
間
／
利
用
料　

・
１
日
利
用
：
午
前
９
時
～
午

後
５
時
／
二
、
四
〇
〇
円

・
半
日
利
用
：
午
前
９
時
～
午

後
１
時
、
午
後
１
時
～
５
時
／

一
、
二
○
○
円

※
午
前
の
半
日
利
用
と
１
日
利

用
は
お
弁
当
が
必
要
で
す
。

▽
定
員　

10
人

▽
利
用
限
度　

週
３
回
ま
で

▽
利
用
方
法　

事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
に
、
母
子
健
康

手
帳
、
健
康
保
険
証
、
乳
幼
児

医
療
証
の
３
点
を
お
持
ち
に
な

り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
後
、
窓
口
ま
た
は
予
約
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
で
１
か
月
先
ま
で

の
予
約
が
で
き
ま
す
。

▽
一
時
保
育
室
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

042
―
565
―
３
６
５
５

※
電
話
受
付
後
は
、
１
週
間
以

内
に
か
る
が
も
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
予
約
完
了
と
な
り
ま

す
。

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

　

わ
ら
べ
う
た
は
、
幼
い
子
ど

も
に
と
っ
て
、
体
で
触
れ
合
い
、

心
地
良
い
言
葉
と
出
会
う
、
豊

か
な
体
験
で
す
。
親
子
の
繋
が

り
を
深
め
、
読
書
の
入
り
口
と

な
る
わ
ら
べ
う
た
を
、
親
子
で

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

０
～
３
歳
の
乳
幼
児

親
子

▽
日
時　

12
月
５
日
㈭
午
前
10

時
30
分
～
11
時

▽
場
所　

中
央
図
書
館

▽
定
員　

15
組（
当
日
先
着
順
）

▽
内
容　

わ
ら
べ
う
た
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042

―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

中
央
図
書
館

わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会

・
東
大
和
市
子
ど
も
・
子
育
て
未
来
プ
ラ
ン
（
素
案
）

・
東
大
和
市
子
ど
も
と
大
人
の
や
く
そ
く

（
東
大
和
市
子
ど
も
・
子
育
て
憲
章
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
現
在
、
令
和
２
年
度

か
ら
を
計
画
期
間
と
す
る
東
大

和
市
子
ど
も
・
子
育
て
未
来
プ

ラ
ン
を
作
成
中
で
す
。
ま
た
、

令
和
２
年
に
市
制
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
東
大
和
市
子

ど
も
と
大
人
の
や
く
そ
く
（
東

大
和
市
子
ど
も
・
子
育
て
憲
章
）

の
制
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
プ
ラ
ン
及
び

や
く
そ
く
に
つ
い
て
、
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
等
か
ら

意
見
を
募
集
す
る
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。

▽
意
見
募
集
期
間　

12
月
４
日

㈬
～
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

▽
意
見
提
出
先　

保
育
課
（
市

役
所
１
階
）

▽
募
集
要
領
の
配
布
及
び
プ
ラ

ン
（
素
案
）、
や
く
そ
く
の
閲

覧
場
所　

12
月
４
日
㈬
か
ら
保

育
課
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
８
ま
で
。

　

東
大
和
市
子
ど
も
・
子
育
て

未
来
プ
ラ
ン
及
び
令
和
２
年
に

制
定
を
予
定
し
て
い
る
東
大
和

市
子
ど
も
と
大
人
の
や
く
そ
く

（
東
大
和
市
子
ど
も
・
子
育
て

憲
章
）
に
つ
い
て
、
市
民
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
／
場
所　

・
第
１
回　

12
月
15
日
㈰
午
前

10
時
か
ら
／
市
役
所
会
議
棟
第

１
・
２
会
議
室

・
第
２
回　

12
月
18
日
㈬
午
後

７
時
か
ら
／
市
役
所
会
議
棟
第

６
会
議
室

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
手
話
通
訳
・
保
育
（
満
１
歳

以
上
の
未
就
学
児
）　

希
望
者

は
12
月
6
日
㈮
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
８
、
フ
ァ
ク
ス
（
042
―
563

―
５
９
２
８
）
ま
で
。

東
大
和
市
健
幸
都
市
宣
言

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
２
年
４
月
25
日
㈯
・
26

日
㈰
に
、
都
立
東
大
和
南
公
園

で
開
催
す
る
来
場
者
８
万
人
以

上
の
大
型
イ
ベ
ン
ト

“
う
ま

か
ん
べ
ぇ
～
祭
”
の
Ｐ
Ｒ
ブ

ー
ス
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

出
店
資
格
等
は
、
産
業
振
興

課
（
市
役
所
１
階
）
及
び
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
、
う
ま

か
ん
べ
ぇ
～
祭
協
賛
金
要
項
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　
『
第
９
回
う
ま
か

ん
べ
ぇ
～
祭
協
賛
金
（
協
賛
出

店
）
申
込
書
』
を
産
業
振
興
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
併
せ

て
、
協
賛
金
の
入
金
が
必
要
で

す
。

▽
募
集
期
間　

令
和
２
年
３
月

13
日
㈮
ま
で

▽
出
店　

会
場
内
に
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
と
し
て
テ
ン
ト（
１
ブ
ー
ス
：

2.7
ｍ
×
3.6
ｍ
）
を
ご
用
意
し
ま

す
。
な
お
、
物
品
等
の
販
売
は

で
き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

　

自
転
車
を
活
用
し
て
、
狭
山

丘
陵
を
ま
る
ご
と
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

▽
日
時　

12
月
15
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

都
立
狭
山
公
園
（
東

村
山
市
）
及
び
野
山
北
公
園
運

動
場
（
武
蔵
村
山
市
）

▽
主
催　

狭
山
丘
陵
観
光
連
携

事
業
推
進
実
行
委
員
会

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

狭
山
丘
陵
で
自
然
を
感
じ
よ
う
！

～
S
A
Y
A
M
A
 H
I
L
L
S
 R
I
D
E
～

図書館からのお知らせ（12月）
おはなし会

場所 対象（【　】は内容） 実施日・時間

中央図書館
☎042-564-
2454

４歳～小学１年生（保護者入場可）
21日はクリスマスおはなし会

６日㈮午後3時30分～4時
21日㈯午後2時～2時30分

小学２年生以上
21日はクリスマスおはなし会

14日㈯・21日㈯
午後3時30分～4時

桜が丘図書館
☎042-567-
2231

３歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】（クリスマス）

13日㈮
午前10時30分～11時

４歳以上
12日はクリスマスおはなし会

12日㈭
午後3時30分～4時

清原図書館
☎042-564-
2944

３歳以下および保護者
【わらべうたと絵本】

12日㈭
午前10時30分～11時

４歳以上
25日はクリスマスおはなし会

11日㈬・25日㈬
午後3時30分～4時

※予約の必要はありません。当日直接会場にお越しください。

移動図書館「みずうみ号」巡回日程
ステーション名 巡回時間 巡回日

多摩湖畔自治会集会所前 午後１時30分～２時15分
４日㈬
18日㈬上北台団地東側 午後２時30分～３時15分

蔵敷公民館 午後３時30分～４時15分
向原市民センター 午後２時30分～３時15分 11日㈬

25日㈬清水神社境内 午後３時30分～４時15分
※�悪天候の日はお休みします。運行については中央図書館までお問い合
わせください。当日午後から図書館のホームページでもお知らせします。

開館時間・休館日
月 火 水 木 金 土 日

中 央 図 書 館 午前10時
～午後５時 休館日

午前10時～午後7時 午前10時～
午後5時

桜が丘図書館 午前10時～午後5時清 原 図 書 館 休館日
【休館日】毎週火曜日（清原図書館は毎週月曜日も休館）、毎月第３木
曜日、土・日曜日を除く祝日、年末年始、特別資料整理期間
中央図書館・桜が丘図書館：12月・３・10・17・19・24・28日～令和２年１月４日
清原図書館：12月２・３・９・10・16・17・19・23・24・28日～令和２年１月４日

受
付
期
間　
12
月
２
日
㈪
〜
令
和
２
年
１
月
18
日
㈯
正
午

うまかんべぇ～祭に
出店しませんか
企業／団体
ＰＲ販売ブース

飼い猫マナー
　猫のふん尿、におい、鳴き
声等に関する相談が寄せられ
ることがあります。人と猫が
安心で快適な生活を送るため
に、以下のマナーを守って飼
育しましょう。
・猫は室内で飼いましょう
・繁殖を望まない場合は、不
妊・去勢手術をしましょう

・飼い猫には首輪をつけて、
飼い主のいない猫との区
別ができるようにしま
しょう

▽動物に関する相談先　東京
都動物愛護相談センター
多摩支所☎ 042 − 581 −
7435 へ。

▽ 問合せ　環境課・内線
1272 まで。

　

市
で
は
令
和
２
年
度
に
市
制

50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

東
大
和
市
健
幸
都
市
宣
言
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
宣
言
に
つ
い
て
、
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
等

か
ら
意
見
を
募
集
す
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

▽
意
見
募
集
期
間　

12
月
４
日

㈬
～
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

▽
意
見
提
出
先　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー

▽
募
集
要
領
の
配
布
及
び
宣
言

文
（
素
案
）
の
閲
覧
場
所　

12

月
４
日
㈬
か
ら
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
及
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

市
民
説
明
会
を開

催
し
ま
す

市役所☎042−563−2111（代） 令和 元 ・ 1 2 ・ 1 8東やまと市報



10
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午
／
場

所　

市
役
所
会
議
棟
第
１
会
議

室
／
講
演
「
働
く
イ
メ
ー
ジ
を

か
た
め
よ
う
」
／
講
師　

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
立
川
職
員
／
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
相
談
・
支
援
機
関

紹
介

【
第
２
回
】　

令
和
２
年
１
月

17
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～
正
午

／
場
所　

ら
ら
ぽ
ー
と
立
川
、

㈱
い
な
げ
や
本
社
／
働
く
現
場

の
見
学
、
受
入
企
業
（
い
な
げ

や
ウ
イ
ン
グ
）
の
方
及
び
働
い

て
い
る
障
害
の
あ
る
方
の
お
話

▽
定
員　

30
人
（
申
込
順
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

障
害
福

祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と

ふ
る
に
お
い
て
毎
月
開
催
し
て

い
る
「
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
ほ

の
ぼ
の
」
を
、
市
内
の
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
臨
時
開
催
し
ま
す
。

　

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
は
、
認

知
症
等
で
介
護
が
必
要
な
方
、

そ
の
介
護
者
、
地
域
の
方
が
気

軽
に
集
ま
る
場
で
す
。
カ
フ
ェ

で
は
、
介
護
の
悩
み
を
話
し
た

り
、
相
談
員
に
認
知
症
・
介
護

に
関
す
る
相
談
を
す
る
こ
と
も

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
骨
密

度
・
血
圧
・
血
管
年
齢
の
測
定

が
で
き
る
、
健
康
づ
く
り
相
談

を
行
い
ま
す
。
当
日
、
午
前
９

時
50
分
か
ら
先
着
順
に
て
午

前
・
午
後
分
の
整
理
券
を
配
布

し
ま
す（
予
約
不
可
）。当
日
直

　

地
域
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、

就
労
継
続
支
援
の
事
業
所
な
ど

に
通
い
、
い
ず
れ
一
般
企
業
で

働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
障
害

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
就
労

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

一
般
企
業
で
の
就
労

を
考
え
て
い
る
障
害
の
あ
る
方

※
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
の

事
業
所
に
通
所
し
て
い
る
方
を

優
先
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
・
内
容

【
第
１
回
】　

令
和
２
年
１
月

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

皆
、
同
じ
社
会
の
中
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
お
互
い
の
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
支
え
あ
い
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
共
生
社
会
の
形
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民

の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

を
促
進
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
障
害
者
週
間
に
合

わ
せ
て
、
障
害
者
理
解
促
進
事

業
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
促
進

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
障
害
者
理
解
促
進
事
業

　

生
き
る
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し

い
ん
だ
！
～
重
心
（
じ
ゅ
う
し

ん
）、
最
重
度
の
障
害
児
・
者

と
と
も
に
生
き
る
～

　

重
症
心
身
障
害
児
・
者
（
重

心
）
を
ご
存
知
で
す
か
？
身

体
・
知
的
に
最
重
度
の
障
害
の

あ
る
重
心
の
方
た
ち
は
、
決
し

て
寝
た
き
り
の
生
活
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
外
出
や
食

事
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
様
々
な
場
面
で
工
夫
を
し

な
が
ら
、
地
域
で
生
き
生
き
と

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

重
心
の
方
が
こ
れ
か
ら
も
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
な
に
よ
り
地
域
住

民
の
方
の
理
解
が
必
要
で
す
。

重
心
の
方
の
生
活
を
体
験
し
て

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

関
心
の
あ
る
方

▽
日
時　

12
月
８
日
㈰
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る

▽
定
員　

50
人
（
当
日
先
着
順
。

申
込
不
要
）

▽
内
容　
「
外
出
」「
学
ぶ
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
表
現
」

の
４
つ
の
場
面
で
の
工
夫
を
知

る
（
車
い
す
体
験
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
活
用
な
ど
）

◎
今
月
は
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及

促
進
強
化
月
間
で
す

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
障
害

の
あ
る
方
な
ど
の
手
助
け
を
必

要
と
す
る
人
が
、
普
段
か
ら
身

に
付
け
て
お
き
、
緊
急
時
や
災

害
時
等
に
周
囲
の
人
の
配
慮
や

手
助
け
を
お
願
い
し
や
す
く
す

る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。
市
で

は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
障
害
（
障
害
者
手
帳
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
難
病
、
発
達

障
害
、
高
次
脳
機
能
障
害
、
認

知
症
等
で
生
活
に
支
障
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方
も
含
む
）
が

あ
り
、
カ
ー
ド
を
希
望
す
る
方

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド

の
裏
面
に
は
必
要
な
支
援
内
容

や
緊
急
連
絡
先
を
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
配
布
場
所　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）、高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）、総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る
、
高
齢
者

ほ
っ
と
支
援
セ
ン
タ
ー
（
い
も

く
ぼ
・
な
ん
が
い
・
き
よ
は
ら
）、

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
エ

ル
カ
ム
、
市
内
の
障
害
者
相
談

支
援
事
業
所

　

国
民
健
康
保
険
制
度
と
健
康

に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、年
２
回（
８

月
と
12
月
）、医
療
費
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
て
い
る
方
が
、
９
月
に

医
療
機
関
等
で
受
診
し
た
際
の

医
療
費
と
10
月
に
柔
道
整
復
師

か
ら
市
に
対
し
て
請
求
の
あ
っ

た
療
養
費
の
全
体
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
た
だ
し
、
同
じ
人

　

12
月
中
旬
に
、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
、

現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切
り
替

え
た
場
合
、
自
己
負
担
額
が
い

く
ら
減
る
か
が
わ
か
る
通
知
を

送
付
し
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ

が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療
機
関

等
に
か
か
っ
た
総
医
療
費
が
三
、

〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の
は
除

く
）。

　

国
保
の
場
合
、
医
療
証
等
を

お
持
ち
で
自
己
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
る
方
を
除
き
、
医
療
費
の

額
の
う
ち
、
３
割
（
未
就
学
児

は
２
割
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
は
２
割
か
ら
３
割
。
た
だ

し
、
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る

場
合
に
は
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
）
を
被
保
険
者
が
病
院
な
ど

の
窓
口
で
支
払
い
、
残
り
は
国

保
税
や
国
の
負
担
金
な
ど
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
（
例
え
ば
、

３
割
負
担
の
方
が
三
、
〇
〇
〇

円
を
窓
口
で
支
払
っ
た
場
合
は
、

七
、
〇
〇
〇
円
を
国
保
が
負
担

し
て
い
ま
す
）。

　

適
切
な
受
診
は
、
国
保
財
政

の
健
全
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国
保
の
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
申
請

等
の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
の
点
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

さ
い
。

【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
】

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
終

了
後
に
製
造
さ
れ
る
た
め
、
先

発
医
薬
品
と
比
べ
て
価
格
が
安

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
新
薬
と

同
一
の
有
効
成
分
を
含
み
、
有

効
性
や
品
質
、
安
全
性
が
同
等

で
あ
る
と
国
が
認
め
た
医
薬
品

で
す
。

▽
対
象　

生
活
習
慣
病
な
ど
で

先
発
医
薬
品
を
処
方
さ
れ
て
い

る
方
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
変
更
し
た
場
合
、
自
己
負

「東大和元気ゆうゆう体操 in 市役所中庭」 12月2日（月）午後０時30分～０時50分、市役所中庭で開催（雨天時等は中止、当日の開催の有無は
市の公式ツイッター等に掲載）東大和元気ゆうゆうポイント対象事業／高齢介護課・内線１１７９まで

▽
申
込
方
法　

配
布
場
所
の
開

所
時
間
内
に
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
カ
ー
ド
を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◎
障
害
の
あ
る
人
が
ヘ
ル
プ
カ

ー
ド
を
持
っ
て
困
っ
て
い
た
ら

　

障
害
の
あ
る
方
の
中
に
は
、

助
け
て
ほ
し
く
て
も
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
人
、
困
っ
て
い
る

事
自
体
を
理
解
し
づ
ら
い
人
も

い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
困

っ
て
い
て
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
時
は
、
周
囲
に
い

る
方
が
、
記
載
内
容
に
沿
っ
た

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
講
習
会

　

市
で
は
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

趣
旨
を
理
解
し
、
障
害
者
支
援

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業

所
等（
商
店
街
や
業
種
組
合
等
）

を
対
象
に
出
前
方
式
で
障
害
者

理
解
や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
活
用

に
つ
い
て
の
30
分
程
度
の
ミ
ニ

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
を
希
望
す
る
事
業
所
等

の
方
は
障
害
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
講
習
会
終
了
後
に
、「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
協
力
事
業
所
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
障
害
福

祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

で
き
ま
す
。
今
回
は
、
会
場
で

あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
見
学

も
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
日
時　

12
月
18
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
ウ

ス
玉
川
上
水

※
駐
車
場
所
が
少
な
い
た
め
、

徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
機

関
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

12
月
16
日
㈪

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

は
～
と

ふ
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
042
―
516
―
３
９
８
２
へ
。

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
18
日
㈬
・
19
日

㈭
午
前
10
時
～
正
午
及
び
午
後

１
時
～
３
時

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
２

会
議
室

▽
定
員　

両
日
と
も
午
前
・
午

後
各
30
人
（
当
日
先
着
順
）

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
２
ま
で
。

担
軽
減
額
が
１
か
月
当
た
り
一

定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
方

▽
問
合
せ　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
☎
０
１
２
０
―
601
―
494
（
発

送
日
の
翌
日
～
令
和
２
年
１
月

31
日
㈮
の
平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）、サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
開

設
期
間
以
外
は
東
京
都
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
03
―
３

２
２
２
―
４
５
０
７
（
平
日
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
）
へ
。

市役所本庁舎等に来庁した方の
行政手続き等の手話通訳を行います  

今月の「手話通訳者がいる日」

日にち　 6日㈮  13日㈮  20日㈮  27日㈮ 
時　間　午前９時～午後５時
場　所　福祉相談室（市役所１階 生活福祉課の隣）
問合せ　障害福祉課・内線1123
　　　　ファクス 042-563-5928

第15回
　川でつながる発表会
日時 12月21日㈯午前9時30分～午後4時

30分  

内容  

①現地見学会：午前9時30分～正午（予約
定員制）／見学先：空堀川沿川、上水小橋他 

②発表会：午後1時～4時30分（自由参加制）
／市内の小学生（四小、九小）も発表します。 

申込み・問合せ 新河岸川流域川づ
くり連絡会☎070-4027-9511へ。 

▽
▽

▽

▽

 

場所 中小企業大学校東京校 

※公共交通機関等でお越しください。 

▲現地見学会の様子 

（昨年度） 

▲発表会の様子（昨年度） 

市役所☎042−563−2111（代）9 東やまと市報令和 元 ・ 1 2 ・ 1



せ
ん
）
／
第
３
回
は
、
午
前
ま

た
は
午
後
の
参
加
／
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具

■
成
人
健
康
相
談

　

生
活
習
慣
の
改
善
や
見
直
し
、

禁
煙
相
談
な
ど
、
健
康
相
談
に

保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
が
応
じ
ま
す
／
12
月
６
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
予
約
不

要
で
す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
親
子
料
理
教
室
「
楽
し
く
作

ろ
う
！
簡
単
お
せ
ち
料
理
」

　

令
和
最
初
の
お
正
月
は
親
子

で
お
せ
ち
料
理
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
定
番
の
お
せ
ち
の
ア

レ
ン
ジ
レ
シ
ピ
や
簡
単
に
で
き

る
作
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
／
12

月
26
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
16
組（
申
込
順
）

／
食
育
の
話
、
調
理
実
習
、
試

食
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
平
日
準
夜
帯
の
小
児
初
期
救

急
診
療

診
療
日　

火
・
水
・
金
曜
日
（
祝

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
／
12

月
５
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
12
月
25
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け

ま
す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・

作
り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者

の
み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は

だ
っ
こ
ひ
も

■
育
児
相
談
会
～
イ
ル
カ
グ
ル

ー
プ

　

35
歳
以
上
で
第
１
子
を
出
産

し
た
お
母
さ
ん
と
そ
の
お
子
さ

ん（
１
歳
４
か
月
ま
で
）／
12
月

４
日
㈬
午
前
９
時
30
分
～
11
時

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
は
除
く
）
／
受
付
時
間　

午

後
７
時
～
９
時
30
分
／
場
所

東
大
和
病
院
／
詳
細
は
東
大
和

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
／
東
大
和
病
院
☎

042
―
562
―
１
４
１
１
へ
。

■
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
～
今
月

の
テ
ー
マ
「
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
の
開
通
」

　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
３
階
）
で
は
、
今
年
が
東
大

和
市
の
前
身･

大
和
村
の
誕
生

100
周
年
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、

「
大
和
100
年
」
と
題
し
て
、
東

大
和
市
を
形
づ
く
っ
た
出
来
事

を
毎
月
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
回
の
今
月
は
、
い
ま
や
市

民
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存

在
と
な
っ
た
「
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
の
開
通
」
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
／
文
書
課
・
内
線

１
３
２
１
ま
で
。

■
善
行
青
少
年
の
推
薦
を
お
願

い
し
ま
す

　

東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
で
は
、
広
く
市
民
の
模
範
と

な
る
行
為
を
し
た
青
少
年
を
、

「
善
行
青
少
年
」
と
し
て
毎
年

表
彰
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

周
り
に
該
当
す
る
青
少
年
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
各
青
少
年
団

体
等
の
代
表
者
を
通
し
て
ご
推

薦
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
彰
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
18
歳
以
下
の
方
／

推
薦
期
限　

令
和
２
年
１
月
10

日
㈮
／
青
少
年
課
・
内
線
１
７

４
２
ま
で
。

■
成
人
式
の
ご
案
内

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
門
出
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
成
人
式
の

式
典
と
成
人
式
実
行
委
員
会
に

よ
る
催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。

案
内
状
は
12
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
ま
た
、
新
成
人
の
ご
家

族
は
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー

ル
に
て
、
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

る
成
人
式
の
様
子
を
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　

平
成
11
年
４
月
２
日
～
平
成

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
／

令
和
２
年
１
月
13
日
㈷
午
後
１

時
か
ら（
０
時
30
分
受
付
開
始
）

／
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
大

ホ
ー
ル
／
社
会
教
育
課
・
内
線

１
５
５
３
ま
で
。

■
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

＂う
ま

べ
ぇ＂ 

の
出
没
情
報

　

S
A
Y
A
M
A  

H
I
L
L
S 

R
I
D
E
／
12
月
15
日
㈰
午
前

9
時
～
午
後
3
時
30
分
／
場
所

都
立
狭
山
公
園
／
産
業
振
興

課
・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

■
粗
大
ご
み
・
し
尿
等
年
内
処

理
の
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査

　

左
表
の
と
お
り
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
対
象
者
に

は
、
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

■
12
月
の
幼
児
歯
科
健
康
診
査

　

１
歳
６
か
月
児
健
診
受
診
後

～
４
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
ま

で
の
幼
児
／
12
月
18
日
㈬
午
後

１
時
30
分
～
３
時
、
24
日
㈫
午

前
９
時
30
分
～
11
時
／
幼
児
歯

科
健
康
診
査
を
初
め
て
受
け
る

方
は
受
付
終
了
30
分
前
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
30
組
程
度

（
要
予
約
）
／
歯
科
健
診
、
歯

み
が
き
指
導
な
ど
／
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、
予
約
カ
ー
ド
（
初
め

て
受
け
る
方
は
母
子
健
康
手
帳
）

■
両
親
学
級
（
事
前
申
込
制
）

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
等

下
表
の
と
お
り
／
午
前
は
９
時

30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
は
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
30
組

（
第
１
子
目
の
方
を
優
先
。
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
次
回
の

コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
コ
ー
ス

を
ま
た
い
で
の
参
加
は
で
き
ま

日曜日と祝日の急患診療

■
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
及

び
「
税
の
標
語
」
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
示
の
ご
案
内

　

租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環

と
し
て
、
中
学
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
及
び
「
税
の
標

語
」
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー

ル
に
お
い
て
優
秀
作
品
を
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
期
間　

12
月
３
日
㈫
～
13

日
㈮
／
課
税
課
・
内
線
１
０
５

１
ま
で
。

■
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者

の
指
定
申
請
の
受
付

　

市
で
は
、
令
和
２
・
３
年
度

に
発
注
す
る
学
校
給
食
用
の
食

材
納
入
業
者
の
指
定
申
請
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
指
定
を
受
け
な
い
業
者
は

入
札
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
業

者
は
、
必
ず
指
定
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
／
納
入
物
資　

肉
、

魚
、
野
菜
等
の
学
校
給
食
に
必

要
な
食
材
／
納
入
先　

東
大
和

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
／
申
請

書
類
の
配
布　

12
月
２
日
㈪
か

ら
東
大
和
市
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
、
東
大
和
市
商
工
会
館
で
配

布
／
受
付
期
間　

12
月
２
日
㈪

～
27
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分（
土
・
日
曜
日
、祝

日
は
除
く
）
／
受
付
場
所　

東

大
和
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
／

給
食
課
☎
042
―
564
―
１
２
８
２

ま
で
。

■
東
京
都
施
行
型
都
民
住
宅

（
家
族
向
け
）
入
居
者
募
集

　

都
民
住
宅
と
は
、
中
堅
所
得

者
向
け
の
賃
貸
住
宅
で
す
。

申
込
書
配
布
期
間　

12
月
２
日

㈪
～
10
日
㈫
／
申
込
書
配
布
場

所　

地
域
振
興
課
（
市
役
所
３

情報マップ

健診名 対象者（生年月日） 健診日 時間

３〜４か月児
健 康 診 査 令和元年8月8日〜9月1日 12月20日㈮

・・受付
午後0時45分
〜1時15分

・・開始
午後1時

１歳６か月児
健 康 診 査 平成30年5月26日〜6月11日 12月17日㈫

３ 歳 児
健 康 診 査

平成28年11月5日〜16日 12月 6 日㈮
平成28年11月17日〜12月1日 12月13日㈮

５ 歳 児
健 康 診 査 平成26年9月14日〜10月7日 12月10日㈫

開催日及び主な内容

第1回 令和2年
　1月20日㈪

歯科医師の講話
栄養の講話、試食
グループワーク

午後

第2回 令和2年
　1月30日㈭

妊婦体操と呼吸法
先輩パパママとの情報交換会 午前

第3回 令和2年
　2月1日㈯ もく浴の実習 午前

午後

第4回 出産後に郵送で
お知らせします。

同窓会
後輩パパママへのアドバイス 午前

申込先 申込期限

12月13日㈮

粗大ごみ

くみ取り式便所の
し尿くみ取り

浄化槽の清掃

粗大ごみ受付センター
☎042-562-6500

ごみ対策課（市役所3階）
内線　1241

階
、土
・
日
曜
日
は
除
く
）、
市

民
セ
ン
タ
ー（
土
・
日
曜
日
を
含

む
）／
申
込
期
間　

郵
送
で
12

月
13
日
㈮
ま
で
に
東
京
都
住
宅

供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
に
到

着
し
た
も
の
に
限
る
／
申
込
資

格
等
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
／
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
☎
03
―
３

４
９
８
―
８
８
９
４
（
土
・
日

曜
日
は
除
く
）
へ
。

■
創
業
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
多
摩
信
用
金
庫
及

び
㈱
シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス
と
の
共

催
で
、
創
業
予
定
者
の
方
へ
の

支
援
と
参
加
者
同
士
の
交
流
を

目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

創
業
に
興
味
が
あ
る
方
、
創

業
を
考
え
て
い
る
方
、
創
業
を

し
て
間
も
な
い
方
等
／
12
月
17

日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
（
終
了
後
別
途
交
流
会

あ
り
）／
場
所　

チ
ェ
レ
ス
テ
・

ガ
ー
デ
ン
／
第
１
部
「
う
ど
ん

店
で
雇
用
を
つ
く
る
！
～
誰
も

が
活
躍
で
き
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
～
」：
講
師

小
川
真
智
子
氏
（
う
さ
ぎ
屋
代

表
）
／
第
２
部
「
創
業
支
援
の

プ
ロ
が
教
え
る
成
功
の
コ
ツ
」：

講
師　

森
林
育
代
氏
（
㈱
シ
ー

ズ
プ
レ
イ
ス
代
表
取
締
役
）
／

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

／
無
料(

別
途
交
流
会
費
700
円)

／
申
込
期
限　

12
月
15
日
㈰
午

後
５
時
ま
で
に
多
摩
信
用
金
庫

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
／
多
摩
信
用
金

庫
価
値
創
造
事
業
部
☎
042
―
526

―
７
７
６
４
ま
た
は
、
産
業
振

興
課
・
内
線
１
０
７
１
ま
で
。

■
農
産
物
直
売
所
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

み
ど
り
っ
子
仲
原
店
で
は
、

東
大
和
市
産
の
安
全
・
安
心
な

新
鮮
野
菜
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
回
お
店
で
お
買
い
物
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
、
里
芋
と
ニ
ン

ジ
ン
の
100
円
詰
め
放
題
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

　

12
月
11
日
㈬
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
／
場
所　

み
ど
り

っ
子
仲
原
店
／
み
ど
り
っ
子
仲

原
店
☎
042
―
516
―
９
５
７
７
へ
。

■
空
き
家
・
空
き
店
舗
活
用
促

進
セ
ミ
ナ
ー
ｖ
ｏ
ｌ
・
２

　

12
月
17
日
㈫
午
後
７
時
30
分

～
９
時
30
分
／
場
所　

チ
ェ
レ

ス
テ
・
ガ
ー
デ
ン
／
費
用　

500

円
／
20
人(

申
込
順)

／
講
師

薩
川
良
弥
氏
（
合
同
会
社
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
ス
代
表
）
／
内
容

空
き
家
・
空
き
店
舗
の
先
進
的

な
取
組
み
に
つ
い
て
／
詳
細
は

「
チ
ェ
レ
ス
テ
・
ガ
ー
デ
ン
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
／
㈱
シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス
担

当
☎
042
―
512
―
９
９
５
８
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座
「
経
営
上
の
各
種

リ
ス
ク
と
そ
の
管
理
」

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
何

か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
個
人
情

報
な
ど
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て

話
し
ま
す
／
12
月
14
日
㈯
午
後

２
時
～
４
時
／
場
所　

中
小
企

業
大
学
校
東
京
校
東
大
和
寮
／

無
料
／
40
人(

申
込
順)

／
申
込

方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
／
ビ
ジ
ネ
ス
ト
担
当
☎
042
―

565
―
１
１
９
５
へ
。

科目　内科、小児科／受付時間　午前10時～11時45分及び午後1時～ 3時45分／場所　休日急患診療所（立野
1-16-1。☎042-564-8181）／保険証、乳 医療証、子 医療証、障 受給者証等をお持ちください（お持ちの方のみ）
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菓
子
等
の
展
示
・
販
売
／
■問
第

２
あ
と
り
え
ト
ン
ト
ン
042
―
566

―
４
０
０
１

■
五
周
年
記
念
東
大
和
元
気
ゆ

う
ゆ
う
体
操
と
歌
の
ひ
ろ
ば

（
東
大
和
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

会
）／
市
民
／
12
月
17
日
㈫
午

後
１
時
50
分
～
４
時
／
■場
ハ
ミ

ン
グ
ホ
ー
ル
／
300
人
／
元
気
ゆ

う
ゆ
う
体
操
と
皆
で
歌
を
唄
う

会
。
特
別
演
奏
：
和
太
鼓
「
討

岩（
ト
ロ
ッ
ク
）」
／
■費
200
円
／

■持
飲
み
物
／
■問
後
藤
042
―
562
―

９
５
５
８

■
く
に
た
ち
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
（
く
に
た

ち
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
）
／
12
月
19
日
㈭
午
後
７
時

～
９
時
／
■場
府
中
の
森
芸
術
劇

場
／
522
人
／
■費
千
円
／
■問
高
島

090
―
３
１
７
１
―
９
２
５
５

■
伊
奈
郡
代
屋
敷
跡
を
訪
ね
て

（
お
と
な
の
社
会
科
）／
12
月
20

日
㈮
午
後
２
時
～
４
時
／
玉
川

上
水
開
削
と
利
根
川
東
遷
に
関

わ
る
伊
奈
郡
代
／
■講
砂
田
さ
と

子
／
■費
非
会
員
200
円
／
■問
柴
田

090
―
４
０
２
５
―
３
８
１
１

■
歌
声
喫
茶
〝
は
あ
と
〟（
新

婦
人
コ
ー
ラ
ス
）
／
市
民
／
12

月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
／
■場
清
原
市
民
セ
ン
タ

ー
／
皆
で
思
い
き
り
歌
い
ま
し

ょ
う
／
■費
300
円
／
■問
脇
田
042
―

じどうかんだより 

■
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

(

ま
め
の
会)

／
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
、
経
験
者
他
／
12

月
15
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
45

分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど

う
ま
め
／
10
人
位
／
介
護
の
悩

み
、
情
報
交
換
な
ど
／
認
知
症

の
家
族
と
同
伴
の
場
合
は
事
前

予
約
／
■費
100
円
／
■問
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
042
―
565
―

９
７
７
８

■
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
高
齢
者
、
お
子
さ

ん
連
れ
も
可
／
12
月
15
日
㈰
午

後
１
時
30
分
～
４
時
／
■場
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／
12

人
（
申
込
順
）
／
ミ
ニ
生
け
花

／
■費
300
円
／
■申
12
月
14
日
ま
で

に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
042
―
565
―
９
７
７
８
へ

■
公
開
学
習
会　

向
田
邦
子

「
狛
犬
」を
読
む（
朗
読
の
会
）

／
市
民
／
12
月
15
日
㈰
午
後
２

時
～
４
時
／
■場
南
街
公
民
館
／

朗
読
の
学
習
／
■講
松
永
英
晃
／

■問
若
松
042
―
564
―
０
７
３
５

■
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同

作
業
所
連
絡
会
）
／
12
月
16
日

㈪
～
20
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分（
16
日
は
10
時

か
ら
、20
日
は
４
時
ま
で)

／
■場

市
役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
／
革

工
芸
品
、
手
工
芸
品
、
陶
芸
品
、

☆　むこうはら児童館  ☎042-563-1858　☆
■あそびの日（クリスマス会の飾りを作ろう）／
小学生／12月５日午後３時45分〜４時30分
■ちびっこあつまれメリークリスマス（音楽あそ
び）／乳幼児／12月12日午前10時30分〜11
時30分
■クリスマスサイエンスマジックショー／幼児以
上／12月12日午後３時30分〜４時30分
■工作教室（松ぼっくりリース作り）／小学生／
12月18日午後３時30分〜４時30分／30人／電
話受付可
※12月11日はクリスマス会準備のため午後から
　休館
※12月19日は定期清掃のため１日休館
☆　きよはら児童館　☎042-565-6021　☆
■こぐまちゃんこうえん（大型遊具等で自由に遊
ぶ）／乳幼児／12月３日午前10時30分〜11時
30分
■ちびっこクリスマス会／乳幼児／12月11日午
前10時30分〜11時40分
■クリスマス会／小学生／12月11日午後３時〜
４時20分
■えほんのもり（絵本の読み聞かせ）／小学生以
上／12月17日午後３時〜３時30分
☆　ならはし児童館　☎042-562-3600　☆
■絵本のへや／乳幼児・小学生／12月５日・19
日午後３時〜３時30分
■ひよぴよコケコ（ちびっこクリスマス会）／乳
幼児／12月23日午前10時30分〜11時45分
■ならじどクリスマス会／小学生以上／12月23
日午後３時〜４時30分
☆　なんがい児童館　☎042-567-2441　☆
■なんがいフェスティバル2019／幼児以上／12
月７日午後１時30分〜４時30分／模擬店、ゲー
ムコーナー等
■ちびっこあそべるday／乳幼児／12月13日午
前10時〜正午
■ちびっこクリスマス会／乳幼児／12月19日午
前10時30分〜11時30分
☆　さくらがおか児童館　☎042-567-2237　☆
■ちびっこクリスマス会／乳幼児／12月18日午
前10時30分〜11時30分
■クリスマス会／小学生以上／12月18日午後３
時30分〜４時30分
☆　かみきただい児童館　☎042-567-2884　☆
■クリスマス会／小学生以上／12月５日午後３
時10分〜４時30分
■チャレンジ大会（ツムツムタワー）／小学生／
12月11日午後２時30分〜３時30分
■ちびっこワールド（ちびっこクリスマス会）／
乳幼児／12月13日午前10時30分〜11時15分

※定員制の行事は３日前までに申込みを（申込順。
　定員になり次第締め切り）。受付時間は月～土
　曜日の午前10時～午後６時（祝日は除く）。
※乳児・幼児は保護者の付き添いが必要です。

■
写
真
展
（
全
日
本
年
金
者
組

合
東
大
和
支
部
写
真
サ
ー
ク
ル
）

／
市
民
／
12
月
２
日
㈪
～
20
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
／
■場

大
東
京
信
用
組
合
東
大
和
支
店

／
写
真
サ
ー
ク
ル
の
写
真
展
／

■問
渡
辺
042
―
564
―
９
３
３
７

■
オ
ペ
ラ
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

ー
テ
ル
」（
ド
レ
ミ
キ
音
楽
教
室
）

／
０
歳
か
ら
／
12
月
７
日
㈯
午

後
２
時
30
分
か
ら
／
■場
ハ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ル
／
300
人
／
オ
ペ
ラ
の

公
演
。
人
形
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
楽
し
い
オ
ペ
ラ
で
す
／

■問
稲
葉
070
―
５
０
８
６
―
７
５

４
７

■
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
が

ま
ん
し
な
い
で
尿
管
結
石
～
治

療
と
予
防
方
法
～
」(

社
会
医
療

法
人
財
団
大
和
会)

／
12
月
７

日
㈯
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30

分
／
■場
武
蔵
村
山
病
院
／
■講
大

川
あ
さ
子
／
予
約
不
要
／
■問
大

和
会
法
人
本
部
広
報
企
画
課
042

―
567
―
８
３
０
７

■
公
開
講
座
第
12
回
花
＊
み
ど

り
カ
フ
ェ
「
あ
な
た
な
ら
ど
ん

な
花
と
緑
の
ま
ち
に
し
た
い
？
」

（
東
大
和
ま
ち
お
こ
し
連
絡
会
）

／
ど
な
た
で
も
／
12
月
14
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午
（
９
時
30
分

か
ら
種
と
苗
の
交
換
会
）
／
■場

南
街
公
民
館
／
50
人
（
当
日
先

着
順
）
／
「
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
ト
未

来
大
学
」
と
の
コ
ラ
ボ
。
花
と

緑
の
ま
ち
へ
、
空
想
発
表
と
ミ

ニ
ト
ー
ク
／
■費
200
円
／
■持
筆
記

用
具
、
マ
イ
カ
ッ
プ
／
■問
ま
ち

連
事
務
局
042
―
507
―
３
８
４
６

■
ス
リ
ー
Ａ
「
明
る
く
・
頭
を

使
っ
て
・
諦
め
な
い
」（
い
き
い

き
ひ
だ
ま
り
東
大
和
）
／
認
知

症
予
防
に
関
心
の
あ
る
方
／
12

月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
／
■場
中
央
公
民
館
／
30

人
（
当
日
先
着
順
。
定
員
に
な

り
次
第
）
／
紙
芝
居
と
ゲ
ー
ム

体
験
で
認
知
症
予
防
を
理
解
す

る
／
■問
中
村
090
―
７
２
６
２
―

２
７
２
７

氷砂糖のできる朝

〈255〉

問合せ　郷土博物館
☎042-567-4800

〈葉に降りた霜〉

　
氷
砂
糖
を
こ
さ
え
た
の
は
だ
れ
？

　
風
の
な
い
寒
い
夜
。
翌
朝
、
キ
ラ

キ
ラ
光
る
氷
砂
糖
が
で
き
て
い
ま
す
。

ル
ー
ペ
で
の
ぞ
け
ば
、
ハ
ッ
と
息
を

飲
む
ほ
ど
の
美
し
さ
。
枝
先
に
残
る

葉
に
も
、
土
の
上
で
眠
る
枯
れ
葉
に

も
。

　
日
に
当
た
る
と
、
氷
砂
糖
は
や
が

て
溶
け
、
た
だ
濡
れ
た
葉
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
氷
砂
糖
の
美
し
さ
を
楽

し
め
る
の
は
、
朝
の
ほ
ん
の
わ
ず
か

な
時
間
だ
け
。

　
で
も
、
ひ
と
と
き
の
輝
き
だ
か
ら

こ
そ
、
よ
り
美
し
く
見
え
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
瞬
の
美
し
さ
は
特

別
で
す
。

　
氷
砂
糖
を
こ
さ
え
た
の
は
だ
れ
？

氷
砂
糖
が
で
き
る
よ
う
す
を
、
ず
っ

と
見
て
い
た
い
気
も
し
ま
す
。

休日・夜間の診療案内テレホンサービスをご利用ください 東京消防庁救急相談センター☎♯７１１９、０４２－５２１－２３２３／東京都医療機関・薬局案内
サービスひまわり☎０３－５２７２－０３０３、ファクス０３－５２８５－８０８０（聴覚障害者専用）

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

564
―
１
６
２
９

■
リ
ー
ス
・
輪
か
ざ
り
づ
く
り

（
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
）

／
大
人
～
子
ど
も
（
未
就
学

児
・
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

／
12
月
13
日
㈮
午
前
10
時
～
正

午
／
■場
中
央
公
民
館
／
15
人

（
先
着
順
）
／
自
然
素
材
を
使

っ
て
リ
ー
ス
や
輪
か
ざ
り
を
作

り
ま
し
ょ
う
／
■持
は
さ
み
、
筆

記
用
具
、
袋
（
持
ち
帰
り
用
）

／
■問
田
口
042
―
561
―
８
２
１
４

■
会
員
募
集（
楽
す
ま
サ
ロ
ン
）

／
後
期
高
齢
者
で
ス
マ
ホ
入
門

者
／
毎
月
第
４
火
曜
日
午
前
９

時
30
分
～
正
午
／
■場
中
央
公
民

館
／
基
本
操
作
と
情
報
交
換
、

学
習
／
■問
日
塔
090
―
３
１
３
５

―
７
７
４
４

■
会
員
募
集
（
朗
読
の
会
）
／

市
民
／
月
３
回
木
曜
日
午
前
10

時
～
正
午
（
月
１
回
日
曜
日
午

後
１
時
～
５
時
講
師
指
導
日
）

／
■場
南
街
公
民
館
／
朗
読
の
学

習
／
■月
四
千
円
／
■問
若
松
042
―

564
―
０
７
３
５

■
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご

協
力
を

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」
を
行
い

ま
す
。
こ
の
運
動
で
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
募
金

は
、
東
大
和
市
の
地
域
福
祉
の

推
進
、
地
域
の
安
全
安
心
を
支

え
る
た
め
の
活
動
費
と
し
て
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

昨
年
度
は
、
一
五
〇
万
四
、
五

六
二
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
／
社

会
福
祉
協
議
会
☎
042
―
564
―
０

０
１
２
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

働
く
会
員
を
募
集

　

仕
事
は
、
除
草
・
清
掃
、
植

木
せ
ん
定
、
家
事(

掃
除
・
洗

濯
・
食
事
作
り)

、生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
、
施
設
管
理
、
自
転
車

等
駐
輪
指
導
、
チ
ラ
シ
配
布
、

事
務
、
プ
ラ
ご
み
選
別
作
業
、

製
造
、
調
理
補
助
、
保
育
補
助

な
ど
で
す
。
市
内
に
居
住
す
る

60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事
業

を
理
解
し
、
賛
同
す
る
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
登
録
で
き

ま
す
。
会
員
に
な
る
に
は
入
会

説
明
会(

事
前
申
込
制)

に
参
加

し
、
会
員
登
録
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
０
５
３
１

へ
。

▲児童館のクリスマス会の様子
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▲にんじんの皮と葉を使
用したビーンズスープ

まちの話題をお寄せください…秘書広報課・内線1412まで

あなたのまちから
◀東京都スポーツ功労賞
　　　　　　　　山本弘さんが受賞
　地域スポーツの普及・振興に貢献したことに
より、東大和市体育協会専務理事の山本弘さん
が「平成31年度東京都スポーツ功労賞」を受
賞されました。山本さんは、昭和63年に東大
和ソフトテニス連盟理事長に就任以降、市内の
ソフトテニス発展のために尽力され、また東大
和市体育協会理事としてもご活躍です。「継続は
力なり」をモットーに、これからもソフトテニ
ス普及のために貢献していきたいと語る山本さ
ん。今後のご活躍に期待します。

◀食品ロスを減らそう！
　学校給食センターで新たな取組を実施
　学校給食センターでは、10月29日～31日に
食品ロス削減に向けた取組として、皮付きにん
じんを利用した給食を提供しました。これは、
ふだん捨ててしまうにんじんの皮や葉を利用す
ることで、調理くずの削減を図るものです。こ
の取組によって、約30kgの調理くずが削減でき
ました。同センターでは野菜の洗浄回数を増や
し、衛生面にも留意しました。給食を食べた小
学生からは「皮があってもいつもと変わらずお
いしかった」という感想があったとのことです。

▶東大和市消防団第七分団が
　東京都消防操法大会で健闘しました
　11月16日に行われた第49回東京都消防操
法大会に、東大和市消防団第七分団が出場し、
迅速な消火活動を見せました。都内の消防団が
参加して行われた同大会は、どの団も日頃の訓
練の成果を惜しみなく発揮していました。第七
分団は、１隊５人で60メートル先の火に見立
てた標的を素早く正確に倒すポンプ車操法の部
に出場し、厳しい訓練で培われた技術を披露し
ました。これからも地域の防災組織として、安
全・安心のために尽力されることを期待します。

今月の相談
▷法律相談／毎週金曜日、午前９時～正午
▷登記相談／ 5 日㈭、午後１時～４時
▷不動産取引相談／12日㈭、午前９時～正午
▷行政手続相談／12日㈭、午後１時～４時
▷人権身の上悩みごと相談／19日㈭、午前９時30
分～正午
▷税務相談／19日㈭、午後１時～４時
▷行政苦情相談／26日㈭、午前９時30分～正午
▷交通事故相談／26日㈭、午後１時30分～４時
※以上予約制／秘書広報課・内線1413まで。
▷市民相談／月～金曜日、午前８時30分～午後５
時／秘書広報課・内線1413
▷多重債務相談／11日㈬、午後１時15分～４時15
分〔 6 日㈮までに要予約〕／消費生活センター（地
域振興課）・内線1713
▷消費生活相談／毎週月・火・水・金曜日、午前
10時～午後４時（予約優先）／消費生活センター

（地域振興課）・内線1713
▷男女共同参画相談／月～金曜日、午前９時～午
後5時（予約制）／地域振興課・内線1715
▷子育て総合相談／月～土曜日、午前９時～午後
５時／子ども家庭支援センター☎042-565-3651
▷少年の非行等相談（専門）／26日㈭、午後１時
～４時（予約制）／子ども家庭支援センター☎042-
565-3651
▷ひとり親・女性相談／月～金曜日、午前９時～
午後４時（予約制）／子育て支援課・内線1764
▷福祉なんでも相談／月～金曜日、午前９時～午
後５時／社会福祉協議会☎042-564-0012
▷教育相談／月～金曜日、午前10時～午後５時
（予約制）／さわやか教育相談室☎042-562-7911
▷職業相談／月～金曜日、午前９時～午後５時／
東大和就職情報室（市役所５階）・内線1194
▷高齢者相談、高齢者虐待・養護者支援相談／月
～土曜日、午前９時～午後５時、電話相談はいつ
でも可／高齢者ほっと支援センターいもくぼ☎
042-563-8777・きよはら☎042-590-1138・なんがい
☎042-566-8133
▷障害者相談／月～金曜日と第２・４土曜日、午
前９時～午後５時（火･木曜日は午後６時30分ま
で）／総合福祉センターは～とふる☎042-516-3982
▷成年後見専門相談／19日㈭／午後 1 時30分～ 4
時15分（予約制）／社会福祉協議会あんしん東大
和☎042-590-0018
〔相談名／日時／場所／連絡先の順に掲載〕

＜人口と世帯／元.11.1現在＞
住 民 基 本 台 帳 内 外 国 人

住 民 数 　前月比

男　41,995人 （　478人） 11人減
女　43,306人 （　693人） 35人増
計　85,301人 （1,171人） 24人増

10月の出生数　男23人  女24人
世帯　39,116世帯

 

市
長
コ
ラ
ム

　

あ
い
さ
つ
が
響
き
わ
た
る
ま
ち

東
大
和
市
長　

尾
崎
保
夫

　

東
大
和
市
、
東
大
和
市
教
育
委
員
会
、
東
大

和
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、11
月
を
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
強
化
月
間
と
し
て
取
組
み
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
時
間
や
季
節
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。ま
た
、世
界
的
に
は
、文
化
の
違
い

か
ら
、
握
手
や
抱
擁
を
行
う
国
が
あ
る
な
ど
、

多
様
な
あ
い
さ
つ
の
仕
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

日
本
で
は
、
あ
い
さ
つ
と
同
時
に
軽
く

お
辞
儀
を
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
お
辞
儀

と
い
う
動
作
は
、
相
手
を
敬
う
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
た
日
本
の
伝
統
的
な
慣
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
出
場
国
の
選
手
た
ち
が
、

ス
タ
ン
ド
の
観
衆
に
向
け
深
々
と
一
礼
す
る

場
面
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。勝
敗
に
関
わ
ら
ず
、

日
本
の
伝
統
的
な
あ
い
さ
つ
を
通
じ
て
選
手
と

観
衆
の
間
で
育
ま
れ
た
絆
を
感
じ
、心
が
温
か
く

な
り
ま
し
た
。

　

気
が
つ
け
ば
暦
も
師
走
と
な
り
、
年
が
明
け

れ
ば｢

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
、
す
れ
違
う
人
と
も
声
を
掛
け
合
い
ま
す
。

相
手
に
敬
意
を
込
め
て
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ

す
る
。
こ
う
し
た
風
景
が
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
な
東
大
和
市
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

▲市長を表敬訪問した山本弘さん（写真左）
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